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１　やましい係長












「係長。バラされたくなければ、私の要求をのんでください」

　私は今、直属の上司を強請ゆすっている。

　偶然握ることになった弱みを、私利私欲のために利用しようとしている。

　人を脅迫するなんて初めてだ。脅しているのは私の方なのに、鼓動がやけに速い。腕を組んでいるのは強気な姿勢を見せるためでもあるが、手汗をジャケットの袖に吸わせるためでもある。

　彼は顔をしかめたまま、喉仏を大きく動かした。そして――

「わかった。背に腹はかえられない」

　彼は苦虫を噛み潰したような顔で、私に屈服した。






　私の名前は中村なかむらやよい。お察しの通り、三月生まれである。

　戸籍上は漢字で「弥与依」と書くのだけれど、個人的な理由があって、必要な時以外はひらがな表記で通している。

　日本有数の電気機器メーカーである大東だいとう産業さんぎょう株式会社、通称ＤＴＩに入社して四年半。つまり五年目の会社員だ。

　自分の個性を挙げるなら、女だてらに一七〇センチメートルを超える身長だろう。しかしながら体重は五〇キログラム程度しかない痩せっぽちで、ダイエットとは無縁である代わりに貧乳が密かなコンプレックスだ。

　我が社には華やかな女子社員が多い中、私はコンサバティブであることをモットーにしている。注目を浴びるのはあまり好きじゃない……と、いいように表現できるけれど、平たくいえば地味ということでもある。

　オフィスカジュアルは白・黒・紺・ベージュ・グレーで無難にまとめ、髪型は真っ黒で長いストレートをひとつに束ねて今風に軽く崩しているだけ。

　メイクは、プライベートで遊びにいく時はそれなりに頑張るのだけれど、会社ではファンデーションを塗って眉を描き、申し訳程度にマスカラを塗るくらいだ。眉は厚めの前髪に隠れるので、面倒な日はサボることすらある。

　私はフラットで特徴のない顔をしているがゆえに、化粧映えしてしまう。あれこれ塗ると派手になってしまうので、コンサバティブでいるためにはそれくらいでいいのだ。

〝背が高くて痩せている、地味でおとなしい事務員〟それが私だ。ドラマや映画なら確実にモブだし、そんなポジションが心地いい。






　こんな私がＤＴＩに入社を志望した動機は、実に不純だった。

　これは誰にも秘密にしているのだが、私は極度のスーツ好きだ。見目麗しい殿方が仕立てのいい上質なスーツを着ていると、迸ほとばしるほどに興奮を覚える。

　瑞々しい若者が背伸びして気取った風に着ているのもいい。

　脂の乗った壮年男性がこなれた着方をするのも素敵だ。

　イケオジと呼ばれるカッコいい中年男性がグレードの高い生地のものを着こなしている様子なんて、後光が差して見える。

　羞恥を捨てて正直なことを白状すると、そんな彼らがきっちり着ていたスーツをエロい感じに着崩していくところを想像するとヨダレが出る。

　きっと私は変態だ。それがバレたらきっと周囲から白い目で見られて、息苦しい毎日を送ることになってしまう。目立つのが好きでない理由も、自分の内面を暴かれたくないからだ。

　とはいえこんな性癖がある私は、自分の欲を満たすため「上質なスーツを身に纏う男性が多くいる会社に入ろう」と心に決めていた。

　安易に「上質なスーツを着られる男性が勤める会社は大手一流企業だろう」と考えた私は、東証一部上場の企業を中心に就活サイトを閲覧していたのだが、そこで運命の出会いを果たす。







ＤＴＩ　大東産業株式会社

【社員紹介】

ビジネスソリューション部

営業　吉永よしなが考太郎こうたろう








　おおむねどの会社のリクルートページにもあるであろう、社員紹介のページ。

　まるでミケランジェロの彫刻のように整った顔、そして若いわりに仕立てのいいスーツを纏った写真の彼に、私は心臓を撃ち抜かれた。

「私、絶っっっ対にこの会社に入る！」

　心にそう誓った私は、その瞬間からすべての労力をＤＴＩの選考対策に捧げた。イケメンスーツへの執念が実り、数ヶ月後、私は見事内定を勝ち取ったのである。






　とはいえ世間はそんなに甘くない。

　なんといっても我が社は泣く子も黙る大企業、ＤＴＩ。同期で入社した人材は華やかで明るく能力の高い人間ばかり。もっといえば、女子社員の大半は目鼻立ちの整った美人だ。

　憧れの吉永様がお勤めになっているのは超花形部署であるビジネスソリューション部ビジネスソリューション２課、通称ＢＳ２。そんな部署に配属されたのは、同期の中でもとびきり有能で明るく、見た目も抜群にいい男女ふたりだった。

　私が配属されたのは総務部だ。総務部は総務課や秘書課、情報セキュリティー課など様々な課に分かれていて、私は総務課に所属している。

　総務課は課内でさらに細かくグループが分かれていて、私は備品管理係、通称〝備管〟の一員だ。そこで本社全体におけるオフィスの備品管理を行っている。

　吉永様のおそばで働けないのは残念ではあるけれど、備管の仕事は私に向いているので不満はない。同じ本社ビルに勤めているから生の吉永様をお見かけすることもあるし、運がよければ同じエレベーターに乗り合わせることもある。もっと運がいい日は、吉永様の方から内線がかかってきたり、総務のオフィスに出向いてくださったりすることもある。

　入社して四年半、私は吉永様を見かけては心の中で拝んだり、好みのスーツを着ている男性を密かに物色したりしながら、ただ粛々と業務を遂行する日々を過ごしていた。






　ところが先日、平和な日々に思わぬスパイスが降りかかった。

　きっかけは仕事中、何気なく備品管理係の係長である宮崎みやざき和仁かずひとさんの後ろ姿を目に入れたことだった。

　その時私たちは備品専用の倉庫にいて、システム上と在庫の数が合っていない備品を探すという面倒な作業をしていた。係長は身長が一八五センチあるのだが、その時彼はちょうど棚の上の方に腕を伸ばしていてジャケットの裾が上がっており、スラックスの臀部がよく見えた。

　見えた瞬間、私は目を瞠みはった。

　係長が穿いているのはグレーのスラックス。ジャケットは揃いのものではなく紺色のものを着ていたので、スーツにうるさい私は「あれはオフィスカジュアル。スーツではない」とみなし、まったく眼中になかった。

　しかし、あの細い緑色の線が入ったグレンチェックの生地は。

　中心の縫い目からきっちり対称になるよう縫製された仕立てのよさは。

　そしてそれを着用して動いた時にできるシワの感じは。

　間違いない。人気覆面歌手のWAJIN Kワジン・ケーが、セカンドシングル「モヒート」のＭＶミュージックビデオで着ていたスリーピースのスラックスだ。もう十年近く自分のファッションなんかよりずっとスーツに気を配っていた私があれを見間違えるはずがない。






　WAJIN Kは顔出しを一切しないシンガーソングライターで、ＭＶやインターネットコンサートに出演する際は被り物をして登場する。被り物はおおむね着ぐるみの頭部で、動物をかたどったものがほとんど。ポップでカラフルなもののこともあれば、リアルなもののこともある。

　衣装は決まってスリーピーススーツだ。トラッドでフォーマルな装いと被り物のコントラストがおもしろいと、曲を出すたびに注目される。

　WAJIN Kの熱狂的なファンはWAJINNERワジナーと呼ばれ、ワジナーたちはWAJIN KをＫと呼ぶ。

　彼は歌手活動をしながら会社員として働いていること以外、彼自身の情報をほとんど明かしていないため、世間では「外国人なのでは？」「本当は実在しないのでは？」などと、様々な憶測が飛び交っている。

　私は彼の楽曲にはさほど興味がないのだけれど、彼がＭＶで着ている素敵なスリーピーススーツにはデビュー当初から注目していた。

　中でも「モヒート」のグレンチェックは最も気に入っていた。

　そのスーツのスラックスが今、二メートル先に見えている。

「中村、ちょっとこっち来て手伝って」

　長身の彼の体型に完璧にフィットしたシルエット。オーダーメイドでしか出せない腰回りのジャストサイズ感。

　もしかして、WAJIN Kの正体って……。

「おーい、中村？」

「はっ、はいっ！」

「これ下ろしたいから、手伝って」

「はい。今行きます」






　高いところの荷物を下ろす作業を手伝いながら、私は係長をまじまじと観察した。

　彼を端的に表現するなら、〝長身で細身〟という以外特に特徴がなく、仕事を淡々とそつなくこなす会社員。まるで私の男性版といった感じだ。

　系統としては塩顔で、吉永様にはずっと劣るけれど、まあ、整っているといえなくもない。三十二歳にしては肌が綺麗で、年よりも少し若く見える。

　髪型は量産型サラリーマンらしいツーブロック。

　総務課のような内勤の社員は男性もオフィスカジュアルが認められているのでめったに揃いのスーツは着ないし、必要な時以外はネクタイもしない。

　正直なところ私の好みではなくて、四年半彼と一緒に働いてきたが、一度も私のスーツ萌えセンサーが反応したことはなかった。

　だけどこうして観察してみると、顔が小さくて喉仏が目立つところはなかなかイイかも。

「俺の顔になにか付いてる？」

　しまった。見すぎた。

「すみません。ちょっと考え事をしていました」

「ボーッとすんな、怪我するぞ。はいこれ、ちょっと重いから気をつけて」

「あ、はい。大丈夫です」

　それから数日間、私はあらゆるWAJIN Kの画像や動画をくまなくチェックし、会社でこっそり盗撮した係長の画像や動画と見比べた。もちろん、彼がWAJIN Kである確証を得るためだ。

　身長と肩幅のバランス、爪の形、喉仏の出方など、画像を拡大してみたりタテヨコの長さを測ってみたりしたけれど、身体的特徴を根拠にするのは無謀だった。

　なにせWAJIN Kは顔出しをしていないし、ＭＶも本人が出演している時間が短い。とにかくWAJIN Kには本人の資料が少ないのだ。

　動画や画像をどんなに比べても「なんとなく係長と似ている気がする」と思えるくらいで、ふたりが同一人物だと言い切れる根拠にはなりえなかった。

　確信できたのは、まさに今日。

　彼が着ている紺色のジャケットがいつも着ているものより仕立てがよかったので、もしやと思い休憩時に心当たりを調べてみたところ、WAJIN Kのデビュー曲「春の雨に打たれて」のＭＶで着ていたのと同じものだとわかったのだ。

　係長はWAJIN Kで間違いないだろう。

　加えて、彼の名前は宮崎〝和仁〟。

　ワジンと読めることが偶然だとは、もう思えない。






　大変な秘密に気づいた私は、悪いことを思いついてしまった。

　私にはひとつ大きな夢がある。自分好みのスーツを着た男性をモデルに、自分好みの写真を撮りたいのだ。そしてそれを製本し、自分だけのための写真集を作りたい。

　その夢のために、私は社会人になって初めてのボーナスでミラーレス一眼のカメラを購入した。オートモードを使えば見栄えのするカッコいい写真が簡単に撮れるけれど、カメラの性能を活かすためには知識と技術が必要だ。自分が思った通りの写真を撮るために、この四年、少しずつ勉強・練習してきた。

　その甲斐あって、今ではどんなシチュエーションでもプロっぽい写真が撮れるようになっている。この夏のボーナスでグレードの高いレンズも購入した。そろそろ人を――厳密にいうとスーツを撮りたいと思っていたところだ。

　しかし、モデルになってくれる男性を探し、その人の体型と私の好みに合うスーツを買い求め、あるいはオーダーメイドして……というのは、現実的になかなか難しい。モデルは見つかるかもわからないし、いいスーツを何着も仕入れるだけでかなりのお金がかかる。

　だけどこの秘密を利用すれば、そのモデルを、好みのスーツをすでに所有している係長にお願いできるのではないだろうか。

〝お願い〟と表現するのはちょっと違うかもしれない。

　彼がWAJIN Kであることを言いふらさない代わりに、モデルになってもらう。

　脅して取引に応じてもらおうという魂胆だ。

　日頃お世話になっている上司に対して大変申し訳ないという気持ちはあるけれど、不思議と迷いはなかった。

「係長。ちょっと業務外のことで相談があるので、本日の退勤後に少しだけお時間を頂戴してもよろしいでしょうか」

　私がそう告げると、係長は快く「いいよ」と言ってくれた。

　そんな彼が私の話を聞いてどんな顔をするのかを想像すると、後ろめたさで口の中がちょっとだけ苦くなった。






　会社のシステムで退勤の処理をしたあと、私は「極めてプライベートな話なので」と理由を付けて、会社の面談室を取った。どこかの店の個室を取ることも考えたが、店員に聞かれてしまってはいけないと思い却下。係長の秘密を守るためだ。

「係長、どうぞお入りください」

「どうも……」

　係長は怪訝な顔で入室し、向かって右側手前の席に座った。私は部屋の扉を閉めしっかり施錠をしてから、向かって左手前の席に腰を下ろす。

「お時間をくださってありがとうございます」

「いや、別にいいけど。相談って？　なんかあった？」

「ありました」

　私がはっきりとそう告げたので、係長が眉を寄せる。

「え、なにがあったの？」

「係長の重大な秘密に気づいてしまいました」

「……は？　俺の秘密？」

　彼はポカンと口を開け首を傾げている。正体がバレているなんて、まだ夢にも思っていないのだろう。

　私の目的は係長を強請って要求に応じてもらうことだ。単刀直入に「あなた、WAJIN Kですよね」と突きつけるのはあまり効果的ではない。段階的に追い込んでいかなければ。

　私はジャブ代わりに、まずはこんな質問を投げることにした。

「今日お召しのスラックス、『春の雨に打たれて』のものですよね？」

　WAJIN Kの名は出していないが、曲名を出した。彼の正体に気づいていることはしっかり伝わるはずだ。

　ジャブは狙い通りに決まり、彼の表情が明らかに硬直したのがわかる。

「……は？　ごめん、ちょっとなにを言っているかわからないんだけど」

　係長は口角を上げてシラを切ろうとするが、そんなことは想定通り。ここからより具体的に話すことで、彼の動揺を深めていく。

「気づいたのはこの間、倉庫で一緒に作業をした時です。あの日係長は『モヒート』のスラックスをお召しでした」

「だから、言っている意味が……」

　彼の笑顔はみるみるぎこちなくなって、口角だけが不自然に上がっている。私の攻撃は思ったよりよく効いているようだ。ここからは考える隙を与えずに追い打ちをかける。

「本当はわかっているでしょう？　WAJIN Kさん」

　私が決定的なことを口に出すと彼はとうとう口角を下げ、黙った。

　私としてはさっさとボロを出してほしいところだが、ここで黙秘は賢明な選択といえる。

「どうして係長がWAJIN Kであることに気づいたのか、まずはそれを説明します」

　ただし説明のためには、私自身の恥ずかしい嗜好を彼にカミングアウトしなければならない。係長の秘密を私利私欲のために利用しようとしているのだから、私にだってそれくらいのペイは必要だろう。まぁ、それで彼が得をすることはないのだけれど。

　私が重度のスーツフェチであること。

　WAJIN Kのスーツには前々から注目していたこと。

　先日係長が穿いていたスラックスが「モヒート」の衣装であることの根拠。

　それから疑いはじめていろいろ調べていたところ、今日のスラックスが「春の雨に打たれて」の衣装であることで、確信したこと。

　私はただ淡々かつ理路整然とそれらを語り、参考資料として、先日こっそり撮っておいた彼のスラックスと「モヒート」のＭＶのスクリーンショットを横に並べて作った画像を提示した。

「――以上が、係長がWAJIN Kであるとわかった経緯です」

　係長は途中で口を挟むことなく黙って私の話を聞いていた。いろいろ反論があると思っていたので、ちょっと気味が悪い。

「なるほど。中村の言いたいことはわかった」

　彼は納得したように告げるが、否定も肯定もしていない。うやむやにしたいのだろうけれどそうはさせない。

「それは、私の言うことを全面的に認めるということですか？」

「……認めなかったら、どうする？」

「ネットには、特定班と呼ばれる人たちがいるようですね。『WAJIN Kの正体を探るスレ』というのがありました」

　WAJIN Kのことを調べている過程で、匿名掲示板を隅々まで読み込んだ。その際に特定班と呼ばれる、断片的な情報から個人情報を割り出すのが得意な人たちがいることを知った。

　彼らの中には、正体を隠し続けるWAJIN Kを特定しようと躍起になっている人もいる。ただし書き込みは想像や予想を書き込んだものとそれに対しての考察ばかりで、信憑性の感じられるものはあまりなかった。

　だからこそ、今日私が話したようなことを掲示板に書き込めば、彼らはいずれ宮崎和仁にたどり着くだろう。

「もし係長がWAJIN Kでないのなら、さきほど話したことをすべて、画像も込みで掲示板に書き込んでも構いませんね？」

　私がそう問いかけると、観念した係長は深くため息をついた。

「それは勘弁してくれ」

　勝った……！

　私はデスクの下で拳を握る。

「認めるんですね？」

「認めるよ。書き込まれるのは困る。ほんと、よくこんなことで気づいたな……」

　係長は恨めしげに私が提示したスラックスの画像を見る。

「普通は気づかないでしょうね。私、たぶん変態なんです」

「変態って、自分で言うのかよ。あー、もう。せっかく作ったのに使わないのはもったいないと思って、会社に着てきたのが間違いだった」

　額に手をあて眉間に深いシワを寄せて、ふたたびため息をつく。私がどう本題を切り出そうか逡巡していると、彼は頬杖をついたラフな体勢でまっすぐに私に視線を向けてきた。

「で？　そんな話をしてくるからには、なにか見返りを求めてるんだろ？」

「さすが係長。察しがいいですね」

「金か？　それとも誰か好きなアーティストに会わせろ、とか？　あんまり仲いい人はいないけど、同じレコード会社の人ならなんとか……」

「いいえ、どちらも求めていません」

「じゃあ、なに？」

　とうとうこの時がやってきた。日頃お世話になっている直属の上司に、私の醜い夢をぶつける時が。

　腹の底から湧き上がる罪悪感と緊張を、深く息を吸い肺を膨らませることで抑える。

　私は一度呼吸を整えて、感情を表に出さないよう顔面にありったけの力を込めて告げた。

「写真を撮らせてください」

「は？　写真？」

「WAJIN Kの素敵なスーツを着ている写真を、たくさん撮らせてほしいんです。きちんと着ている写真とか、はだけているエロっぽい写真とか、数百枚くらい」

　係長が見たこともないような顔をして体を仰け反らせた。

　ドン引きする気持ちはわからなくない。普通に撮るだけならまだしも、エロっぽい写真を撮らせろなんて気持ち悪いに決まっている。

「ちょ……え……？　そんなに撮ってどうすんの？」

「ネットに晒したりはしませんから、安心してください」

　とは言ったけれど、係長は疑う顔のままだ。

「私好みのスーツを着た男性を私好みに撮って、世界に一冊、私だけのためのスーツ写真集を作るのが夢なんです。そのためにカメラの勉強をしたり、いいレンズを買ったり、少しずつ準備をしていました。これは、またとないチャンスなんです！　だからこうして、自分の性癖を晒してまでお願い……いや、脅迫させていただいてるんです！」

　ああ、感情的にはなるまいと決めていたのに、つい興奮してしまった。我に返り、慌てて表情を真顔に戻す。緊張はまだ続いていて、自分の体がドクン、ドクン、と脈打っている。

「ははっ、脅迫させていただいてるって、変な日本語だな」

「すみません」

「俺が断ったらどうなるの？」

「今の会話、全部録音しているので、写真に加えてそれもネットに晒します」

「マジか……。さすが中村。こんな時まで仕事ができすぎて怖いわ」

　係長は皮肉とも褒め言葉ともとれるセリフを吐き、がっくりとうなだれた。

　まだドキドキしているけれど、ここは強気な姿勢を貫き畳みかけた方がいいだろう。

　私は、座る体勢を直し、脚と腕を組んだ。

「係長。バラされたくなければ、私の要求をのんでください」

　緊張と興奮で息が荒くなっているのをなんとか抑え、懸命に冷静を装う。人を脅すことがこんなに精神を摩耗するものだなんて知らなかった。

　彼は頭を抱えるように上げ、まるで苦虫を噛み潰したような渋い顔で呟くように答えた。

「わかった。背に腹はかえられない」

　彼の小さな声が、静かな面談室にやわらかく響く。画像表示のバックグラウンドで録音機能を動かしていたスマートフォンも、しっかり音を拾えたことだろう。

「では、交渉成立ということで」

　私はそう言って、係長に見えるようにして録音の停止ボタンをタップした。

「それではこれからよろしくお願いします。お時間を頂いてありがとうございました」

　私は丁寧にそう告げ、先に面談室をあとにした。






　やった。ついに私の夢が叶う。

　緊張から解放された私はなかなか興奮が冷めやらず、この晩は遅くまで眠れなかった。

















２　やましいスタジオ












　あれから数日が経ち、十月を迎えた。

　ＤＴＩではクールビズからの移行期間が終わり、ギリギリまでノージャケット・ノータイを貫く暑がりな社員もジャケットを着て出社するようになった。

　スーツ好きの私にとっては目の保養が増える、いい季節の始まりだ。

　私が敬愛する吉永様は、クールビズ期間は必ず白シャツを着ているのだが、ネクタイを締めるようになるとブルーやピンクのシャツもお召しになる。ここ二、三年はそれらにシックなネクタイを合わせるのがお決まりだ。

　噂によると、最近のネクタイはどれも奥様からのプレゼントなのだとか。芸術的な顔で仕事ができてさらに愛妻家だなんて、完璧にも程がある。

　たまにしかチャンスはないけれど、次にお見かけする時が待ち遠しい。






　この日私が出社すると、総務課のオフィスの前で同僚の白石しらいし美優みゆうさんが見覚えのある男性社員と話していた。なにやら揉めている様子だ。

「ですから、何度おっしゃられても私の一存ではお渡しできないんです」

「そうかもしれないけど、緊急なんだよ。システムの処理なんてあとからできるだろ？　融通を利かせてくれないかな」

　白石さんは今年の四月に我が社にやってきた派遣社員で、主に備品管理係のアシスタント業務を行ってもらっている。年齢は私よりひとつ上の二十七歳なのだが、私の方が上司的な立場になる。

　男性社員の方は、ネットワークビルディング部の太田さんだ。いつもはとても感じがいいのだけれど、今日はずいぶん余裕がない様子。

「そういうわけにはいかなくて……あっ、中村さん！」

　白石さんは私に気づくなり「助かった」というような顔をした。太田さんも私を見ると同じように安堵の表情を浮かべる。

「おはようございます。どうされました？」

「始業前にごめん。急遽コピー用紙が必要になって」

「コピー用紙ですか？」

　私は首をかしげる。ＤＴＩではかなりペーパーレスが進んでいるから、朝からこんなに慌ててコピー用紙を取りにくるなんて珍しい。

「そう。今日これから訪問する取引先が、紙の資料じゃないとダメなところで。早めに出社して印刷してたんだけど、途中でミスに気づいて印刷し直してたら用紙が切れちゃったんだ。あと二十部ちょっとだから、Ａ３サイズが一冊あれば足りるんだけど」

　なるほどそういうこともあるだろう。さらにいうと、使用頻度の高いＡ４サイズは部署でも常にストックしているところが多いけれど、使用頻度がそう高くないＡ３サイズは在庫を持たない部署も多い。冊子印刷中に用紙切れを起こして私のもとへ泣きついてくる営業マンは、実は珍しくない。

「そうでしたか。わかりました。すぐに用意します」

「ありがとう！　助かります！」

　彼は手を合わせ、まるで神様でも拝むように頭を下げた。

　ＤＴＩでは、備品や消耗品の受発注にしっかりとルールが設定されており、無理なく行き届けるためのシステムも確立されている。

　基本的には各部署の担当事務員が自分たちの部署の分をシステム上で発注し、毎日一定時刻に集計されたデータをもとに我々備品管理係が在庫から取り出し配達する。しかし急に必要になったり足りなくなったりすることもままあるので、そういった場合は我々備品管理係に直接交渉して取りに来てもよい。ただし、該当備品の担当者でなければ対応できない決まりだ。

　しかし、私たちへルール違反を犯すことを求める社員が少なからずいる。このルールができたのはたった三年前なので、以前のゆるい管理体制に慣れている社員は不便に感じているようなのだ。まぁ、わからなくはない。

「ちょっとは融通効かせてくれよ」

「チッ、まるで役所だな」

「契約がなくなったらお前らのせいだぞ」

　こんなことを言われることもあるが、ひとつ許せば他も許さなければならなくなる。そうなると秩序が保てないし会社の利益を守れない。

　だから私はたとえ相手が先輩だろうが役職のある上司だろうが、違反を求める人には牽制を込めて注意をするようにしている。

「我々は、消耗品ひとつひとつを厳密にシステム管理しています。私の許可なく持ち出すことはたとえ備管の人間であっても横領になりえるんです。白石さんに泣きついたところで無理なものは無理なので、今後はこういったことはご遠慮ください」

　私はこの身長なので、大体の男性とは目線が揃う。得意の無表情で圧力をかけるが、太田さんはニコニコしたまま怯まない。

「そんな、ちょっとくらい融通……」

　まだ粘ろうとする彼が話し終わらぬうちに、私はまくしたてる。

「紙が必要になることは事前にわかっていたはずですよね？　ミスが起こることも想定して、事前に多めに用意しておけばよかったのでは？　それに今はまだ始業前です。昨日のうちに印刷を完了させておけばよかったのでは？」

　こんな時間に焦って取りに来なければいけないのは、そもそも自分たちの準備不足が原因のはず。私たちが融通を利かせられないのが悪い、みたいに振る舞わないでほしい。

「昨日急な変更が入って、資料ができたのが今朝だったんだよ。大急ぎでやったからミスが発生して、紙が足りなくなった。仕方なくない？」

「ご事情があるのはわかっています。しかし、備品や消耗品ひとつひとつの責任の所在が明確にされているので、白石さんがコピー用紙の在庫を扱えないことは変えられません。順応してください」

　白石さんは派遣社員なので、規則違反をすれば職を失う可能性だってある。〝融通〟なんて言葉でごまかしていいことではないのだ。

　太田さんは「ちぇ～」と唇を尖らせ、しかしながらしっかり礼を述べて自らの部署へと戻っていった。悪い人ではないのだ。

「中村さん、ありがとうございます。私、ああいう時になかなか上手に断れなくて」

　白石さんがしょぼんと肩を落とす。

　彼女は私とは真逆で、とてもかわいらしい人だ。緩いカールのミディアムヘアも明るい色のオフィスカジュアルもとても似合っているし、愛嬌もある。おまけにいつも、ほのかにいい香りがする。私なんかよりよっぽどこの会社に馴染んでいる。

「いえいえ、しっかり断ってくれてましたよ。今後も同じようなことがあると思いますけど、同じ調子でお願いします」

「はい！　頑張ります」

　このような女の子のことを、男性はきっと「守ってあげたくなる」と評するのだろう。彼女には各部署への備品配達をお願いすることが多いのだが、各部署の男性に口説かれたりしているようだ。

「クスクスクス……」

「こわ～い」

　遠くの方で嫌な声がして、視線を向ける。少し離れたところに秘書課の女たちが四人、こっちの方を見ながらなにやらおしゃべりに興じている。

　実は我が社の総務部にもヒエラルキーのようなものがあって、秘書課の女子社員は私たち総務課の女子社員を見下しているところがある。特に派遣社員である白石さんがエリート部署の男性にモテているのが気に入らないようで、陰でやればいいのに、たまにこうしてバカにしている様子をわざわざ見せてくるようになった。

　秘書課の女性たちは綺麗な人たちが多いのだけれど、嫌な思いをさせられることが多いのもあって、あまり好意的に接することができないでいる。

　彼女らは宮崎係長に対しても見下すような発言をするのだが、彼がWAJIN Kだと知ったらどんな顔をするのだろう。手の平を返して媚に媚びるのだろうなと想像して、心の中で嘲笑した。

　そんな彼女たちが、ふと誰かを見つけてそそくさと自分たちのスペースへと戻っていく。その誰かは彼女たちを睨みつけ、私たちの方へとやってきた。

「樺島かばしまさん、おはようございます」

「おはよう。あの子たち、またやってんの？」

　この樺島ルミさんは、総務課催事係の係長だ。三十一歳で、ダークブラウンのロングヘアとキャリアウーマンっぽいスーツがとても似合っているカッコいい女性である。

　総務課の中でも催事係の仕事は非常にハードで、大きなイベントの際には総務部総出でお手伝いをすることもある。その際は係長である彼女がリーダーとしてみんなを統率するので、秘書課の嫌みな女連中も彼女には敵わないと思っているようだ。

「そうですね。相変わらずです」

「どうせ狙ってる男が美優ちゃんと仲よくしているのを見て妬んでるんでしょ」

「そんな感じだと思います」

　私たちは定期的にご飯を食べにいく程度に仲がいいのだけれど、それは備管の我々が催事係の仕事をよく手伝うからというより、秘書課の女という共通の敵の陰口で盛り上がるから、という方が正しい。

　ただし私たちは、それを彼女たちに見せて楽しむような悪趣味な真似はしない。






　数分後に宮崎係長も出社してきて、我々備品管理係は本格的に業務を開始した。

　係長はあれからWAJIN Kの衣装らしき服は着てきていない。私のような人間がいると知って着るのをやめたのだろう。賢明だと思う。

「私、配達に行ってきますね」

　白石さんが各部署に配る備品を積んだカートを押し、総務課のオフィスを出た。総務課の広い部屋にはたくさんの人がいるが、今日はまだパートさんが来ていないので、備管の島には私と係長のふたりきりになる。

「係長」

「……はい」

　当然かもしれないが、係長は私と話す時、ちょっと遠慮と緊張をするようになった。

「複合機のトナーについて、提案があるのですが」

「なに？」

「現在は係長の担当になっているじゃないですか」

「そうだね」

　係長は主にＯＡ機器やオフィス什器などの大物備品の管理を担当している。現在のところ、複合機そのものやトナーは彼の担当、発注先が文房具類と同じコピー用紙は私の担当、という風に分けていた。

「私が担当、もらってもいいですか？　コピー用紙の担当が私なので、まとめて私が担当した方が効率がいいと思うんです」

　コピー用紙を使うということは、トナーも使っているということ。同じ複合機関連なのだから、需要の予測が立てやすいし、発注のタイミングも図りやすい。

　この提案に、係長は意外そうな顔をした。

「え、中村の仕事が増えるじゃん。いいの？」

　トナーの担当を受け持つということは、不具合が起きた時の対応までが私の担当になるということを意味する。

「構いませんよ。別に大した手間ではありませんから」

「そう？　それじゃあ今週中に引き継いで、来週からってことでいい？」

「はい。大丈夫です。ではよろしくお願いします」

　そこまで話して自分の仕事を再開した私を、係長は不思議そうな顔で見続ける。

「まだなにか？」

「いや、それだけかなって思って」

「どういう意味です？」

「俺の仕事をもらう代わりに別の仕事をやってくれ、とかないのかなって」

「特にありませんよ」

　私が答えると、彼は腑に落ちない顔で「あ、そう」と呟き、自分の仕事に戻っていった。

　まったく、私をなんだと思っているの。そりゃあ「秘密を守る代わりに写真を撮らせろ」なんて言った女だけれど、なんでもかんでも取引に利用するわけではない。

　ちらりと係長の様子を盗み見る。なにやら難しそうな顔でモニターとにらめっこしている。

　今は人事異動があったばかりで大物の備品の注文が多いため、彼はイレギュラーな注文が多くて忙しい。

　そんな時期に撮影などお願いして申し訳ないなと思いつつ、私は今週末の約束に心を躍らせた。






　この週の土曜日。待ち合わせは都心から少し離れた某駅の出口に午後二時四十五分。

　私が電車を降りて改札に向かっていると、少し前を係長らしき高身長の男性が歩いていた。同じ電車に乗っていたようだ。

　彼は私には気づいていないようなので、改札を出てこちらから声をかける。

「係長、こんにちは。同じ電車に乗ってたみたいですね」

　彼は私を見るなり、驚きと怪訝の混じるなんとも微妙な表情になった。

「……もしかして、中村？」

「はい、そうですが」

「え、なに、中村ってプライベートはそんな感じなの？」

「はい。変ですか？」

「変じゃないけど、会社と違いすぎて混乱してる」

　私は家族や少ない友人たちに、オンとオフで別人だと言われる。

　そういう女をスイッチガールといったりするようだが、これはたいていの場合、オンではきらびやかにしているのにオフは地味だったりだらしなかったりする人に使われる言葉らしい。

　私の場合は逆だ。

　私は会社に行く時は薄化粧に個性のない服装をしているし、髪は邪魔にならないようひとつにまとめている。

　しかしプライベートでは真っ赤な口紅が主役の強めなメイクを施し、オールブラックのシックな服を着てヒールのある靴を履く。髪は下ろしていることが多い。

　このようなスタイルは、一般的に〝モード系〟というらしい。

　今日は写真を撮りやすいよう、伸縮性があって動きやすいワイドパンツを穿いてきた。撮っている間に暑くなることが予想されるので、アシンメトリーのドレープシャツの中にノースリーブのカットソーを着ている。

　係長は長身なので、気にせずお気に入りの十センチヒールのブーツも履いてきた。

　この服装に革製の真っ赤なリュックを背負っている。中身はカメラと奮発して買ったレンズだ。

「係長も会社とはイメージが違いますね」

「そうか？」

　彼も私服なのだが、グレンチェックのアウターの中にベージュ系のオープンカラーシャツ。パンツは濃い色のデニムで、靴は焦げ茶色の革靴だ。

　ファッションにはあまり明るくないのだけれど、とてもおしゃれに見える。なんというか、会社での彼と違って、女性にモテそう。

　手にはふたつ折りのテーラーバッグを抱えている。この中に私の目当てのあのスーツが入っているはずだ。じゅるり。

「それでは目的地に移動しましょうか。ここからタクシーに乗ります」

「スタジオを予約したって言ってたな」

「スタジオではなく、スタジオとして使えそうな映えスポットです」

　タクシー乗り場の先頭に停まっているタクシーに係長を押し込み、続いて私も乗る。行き先を告げると、運転手は表情を変えずに「承知しました」と頷き、私たちがシートベルトを装着したのを確認してから発車させた。






　約十分後。タクシーを降りるや否や、係長は怯えるような顔で私に詰め寄った。

「ここ、ラブホじゃねーかよ！」

　係長にはもう何年も世話になっているが、こんなに強いツッコミをもらうのは初めてだ。私は内心おもしろがりながら冷静に答える。

「はい、そうですよ」

「ナニする気だよ！」

「だから、撮影ですってば。ちょっと脱がしたりはしますけど、別に私、触ったり襲ったりはしませんよ？」

　今日撮影場所として選んだのは、都内でも〝映えホテル〟として有名なラブホテルだ。とにかく内装が素敵で、ドラマや映画、雑誌の撮影にもよく使われるほど。

　夢を叶えるための撮影に妥協はしたくなくて、今日は最も内装が好みだったテラス付きのスイートルームを予約している。

　というようなことを説明すると、係長は盛大にため息をついた。

「自分が襲われるという考えはないのか……」

「え？　なにか言いました？」

　スマートフォンで予約番号の確認をしていて、聞いていなかった。

「いや、別に」

　まだ昼間なのに駐車場には車がたくさん駐まっている。それほど人気のホテルだということだろう。今日が決まってすぐに予約しておいてよかった。

「早く入りましょう。七時までに出なきゃいけないんで」

「十分だろ」

　機械で入室の手続きをして、音声に案内された通りにエレベーターに乗り、部屋に向かった。

　スイートルームは最上階で、フロアにふた部屋しかないようだ。エレベーターを降りると私たちの部屋の番号が点滅していて、入室して扉を閉めると、数秒後に自動で鍵が閉まった。

　鍵のようなものはなにも渡されていないのにどうやって入室するのだろうと思っていたのだけれど、人の出入りを検知して自動でやってくれるらしい。

「ラブホテルって、なんだかハイテクですね」

　靴を脱ぐスペースのそばには自動精算機がある。私は予約の段階でいったんネット決済しているけれど、追加の支払いがあればここで払うのだろう。

「ラブホ、初めて？」

「はい。縁がなくて」

　ここまで極力人と会わずに利用できるよう工夫されていることを知って、すっかり感心させられている。今回は映えるスタジオ代わりに利用しているけれど、本来なら男女が愛を交わすために利用するいやらしいホテルなのだと、細部を見て初めて実感した。

　いやらしいホテルとはいえ、室内は最高に見映えのする空間だった。

　大きな窓から太陽光を存分に取り込んだ明るい部屋はとても広く、大きなベッド、大きなソファー、大きなテレビがあって、まるで高級ホテルさながらのインテリアだ。

　テラスも広くて解放感があり、プールとジャグジーのそばにはリラックスチェアが二脚。ラブホテルにしておくにはもったいないほどのリゾート感に、私たちは感嘆のため息をつく。

「スゴいな、ここ」

「本当ですね。暗くなる前に自然光での写真を撮りたいので、早く撮影を始めましょう。お着替えはお風呂場のあたりでお願いします」

「風呂場ねぇ……」

　係長が苦笑いを浮かべ、バスルームへと視線をやる。ここのスイートはバスルームも最高に映えていたのだけれどガラス張りで、テラスから中が丸見えなのだ。

「決して覗いたりはしませんので、ご安心を」

「はいはい」

　係長がバスルームで着替えている間に、私は室内でカメラの準備に取り掛かる。

　リュックからカメラ本体とレンズを出し、セット。カメラは比較的コンパクトなミラーレス一眼だけれど、レンズの口径が１００ｍｍ以上のものなので、合計すると一キログラムを超える。ストラップをしっかり首にかけ、部屋を試し撮りしながら設定の目星を付けていく。

　天気がいいので、テラスでは青空とのコントラストが映えるように。

　室内の日当たりのいい場所では、内装の色も鮮やかに写るように。

　ちょっと暗いベッドエリアでは、影を色っぽく演出できるように。

　自力で綺麗な写真が撮れるようになってきたとはいえ、まだまだカメラは奥が深い。

　ここは夢の舞台だ。これから私の夢が叶う。

　ドキドキして落ち着かなくなってきた私は、いったん冷静になるために赤い口紅を塗り直した。






「お～い、着替えたぞ」

　数分後、紺色のスリーピーススーツを身に纏った係長が部屋へと戻ってきた。WAJIN Kのデビュー曲『春の雨に打たれて』の衣装である。

　ああ、やっぱりオーダーメイドのスーツはひと味もふた味も違う。仕立てのよさはもとより、彼だけのために作られたジャケットは肩回りのシルエットが完璧だ。

　このスーツの紺色の生地は細いストライプが入っているのだけれど、春の歌の衣装だからか、線は薄いピンク色だ。裏地の色は臙脂えんじ色で、中のベストとの色合いもいい。

　シャツは白。ネクタイはピンク系のストライプ柄。ベルトは靴と同じ焦げ茶色で、ソックスは黒。すべてＭＶで着ていたのと同じものを持ってきてくれたようだ。

　係長って、本当にWAJIN Kなんだなぁ。大物歌手をホテルで独り占めしているなんて、ファンにバレたら刺されてしまいそう。

　これは私がスーツフェチであることを知っている友人にも話していないことなのだけれど、私がもっともフェチを拗らせているのはジャケットのベント、つまり背中側の裾の切れ込みだ。

　ベントにはいくつか種類があって、最もメジャーなのは真ん中が切れているセンターベント。そして左右両サイドが切れているサイドベンツもよく知られている。

　センターベントの起源は馬乗りのジャケットであるといわれていて、乗馬の際に動きやすくするために、切り込みを入れたデザインになったのがスタンダード化したといわれている。若い世代にはこちらがポピュラーだ。

　かたやサイドベンツの起源は騎士のジャケットであるといわれており、サーベルを帯びやすいデザインになっている。また、両サイドにスリットがあるのでセンターベントよりも動きやすく、エレガントに見られやすい。ゆったりしたシルエットのスーツには、こちらの方が相性がいいようだ。

　私はどちらも好きだけれど、どちらかといえばセンターベントが好みである。男性の動きによってベントが開き、隙間からベルトやシャツがチラ見えするのがすごくイイのだ。

　この点において、WAJIN Kのスーツは最高だ。ジャケットとベストの長さが絶妙で、スタンドマイクの後ろで踊りながら歌っている彼のバックショットの中にチラ見えシーンがあるのを、私は見逃していない。

　こんなことを口に出せば変態だとバレれてしまうから、うっかり興奮しないようにしなければ。

「おーい、全部声に出てるぞ～」

　係長の言葉に、私はようやく興奮から我に返った。

「え、うそ。私なに言ってました？」

「ベントの隙間からシャツが見えるのがいいとか、こんなことを口に出したら変態がバレるから興奮しないようにしなきゃとか」

「あああ全部出てた！」

「ふだんおとなしい中村が急にキャーキャー言いだすから、すげービビったんだけど」

「そんなに興奮してました？」

「してた。私服姿といい、興奮度合いといい、今日一日で中村やよいという人間のイメージが一八〇度変わったよ」

　完全に無意識だった。自分でも知らなかったのだけれど、私、憧れのスーツを目の前にすると我を忘れて騒いでしまうみたい。今後気をつけよう。

「デビューして五年経つけど、まさかＭＶでケツを見られているとは思わなかったなぁ……」

「すみません。だけどこれからも見続けますよ、係長のお尻を」

「まさか部下にセクハラを受ける日が来ようとは」






　冗談はこの辺にして、私たちは撮影を始めることにした。

「はじめは靴を履いた状態で撮りたいので、履いてください。靴はこちらに持ってきてございます。靴底は綺麗にしましたので、室内でもご遠慮なく」

「さすが中村。仕事の段取りがいいな」

「まずはテラスで撮ります。それからリビング、最後にベッド。どの場所でも最初はカッコつけている感じで。徐々にリラックスしたスタイルに崩していって、最後はセクシーな感じに撮ります」

「了解」

　WAJIN Kとしてアー写や曲のジャケットなどの撮影経験があるからか、係長はすごく撮られ慣れているようだ。撮りたいイメージを伝えるとすぐに合いそうなポージングをしてくれるので、撮影がとても捗る。

「あ、そのポーズいいですね」

「もう少し右腕を上げられますか？」

「ちょっとだけネクタイを緩めてください。ああ～最高ですね」

「ジャケットを脱いで、左肩にかけてください」

　私が細かく指示を出す声。カシャ、カシャ、と小気味よいシャッター音。

　係長はほとんど言葉を発することなく、モデルとしての仕事を全うしてくれている。

　私はそんな彼をあらゆる角度からカメラに収めていく。時に床に這いつくばって下からあおるように、また時には椅子に乗って上から見下ろすように。

　運動量が多くてすぐに暑くなったので、着ていたドレープシャツは早々に脱いだ。下にノースリーブを着てきて正解だった。

「テラスでの撮影はここまでにしましょうか。いったん休憩して、次は室内で撮ります」

「なぁ、ちょっと思ったんだけどさ」

「なんですか？」

「中村って、もしかしてモデル経験者？」

　彼の言葉に、私はギクッと肩を震わせた。

「どうしてそう思ったんです？」

「撮る前の段取りのよさとか、撮っている時の動きとか、声のかけ方とか……撮影現場のイロハを知っている感じがするから」

　私が彼に対して慣れているなと思ったのと同じように、彼も私に対してそう思うかもしれないと、どうして考えが及ばなかったのだろう。

　私がなにも言えないでいると、係長は続けた。

「最初はアシスタントの経験があるのかなって思ったけど、中村の身長、体形、化粧映えするその顔を考慮すると、撮られる側だろうなって」

「……鋭いですね。会社では誰にも言ってなかったのに」






　係長の推理通り、私にはモデル経験がある。

　といっても大学生の頃にアルバイト感覚で二年間やっていただけで、特に名が知られたりしたわけではない。とあるモード系ファッションブランドのポスターやカタログ、雑誌広告なんかに、ちょっと載っていたくらいだ。

　きっかけはスカウトだった。

「新しいブランドを立ち上げるのに、ちょうどあなたのような人を探していたんです」

　声をかけてきたのはそのブランドのディレクターをやっている女性だったのだけれど、私は詐欺ではないかと怪しんだ。ちょうど大学内でスカウト詐欺の被害に遭った女子学生の話を聞いたばかりだったのだ。

　しかし女性は詐欺を疑う私の気持ちも理解してくれ、何度も熱心に説得してくれたので、私は彼女を信用して首を縦に振った。

　私はファッションにあまり興味はなかったし、美容にも無頓着だった。背が高くて痩せているだけの私は、右も左もわからないまま初めての撮影に臨み、ディレクターやそこで出会ったスタイリストやメイクさんにいろいろアドバイスをもらった。

「やよいちゃんはうちのブランドみたいなモード系がよく似合ってるよ」

「組み合わせに迷うなら、とにかくベースは黒って決めちゃっていいと思う」

「メイクは赤い口紅を主役にして、アイメイクはこんな感じにしてみたらどうかな」

　その時にもらったアドバイスが今のモードな私を作っているといっても過言ではない。彼らのアドバイスがなければ、私はずっとダサいノッポのままだった。

　性格的にモデルには向いていないと判断して、モデルを本業にすることはしなかった。けれどあの頃に経験したことは勉強になったし、よくしてくれた人たちにはとても感謝している。

「へぇ。まさかそんな過去があったとは。本当に今日は驚かされてばかりだな」

「係長の正体には及びませんよ。さて、休憩は終わりです。次は室内で撮ります」

「はーい。仰せのままに」






　屋外であるテラスでの撮影に比べて、室内での撮影は難しかった。

　ライトやレフ板などがあればもっと簡単だったのだろうけれど、あいにく本格的な道具までは所有していない。

「うーん、もっとシャツのシワの感じを出したいのに」

「暗めに撮ってあとから加工すれば？」

「いいえ、加工なしがポリシーなので。もうちょっとだけ頭を左に傾けてください」

「こんな感じ？」

　係長は私の指示にすべて従ってくれる。上司が自分のいいなりになっているという状況に、軽く心が浮き立っている。

「はい。あ～、喉仏と胸鎖乳突筋がすごくいいです」

「そんなとこ、初めて褒められた……」






　設定を変えながらたくさん撮っているうちに日が傾き、外はだんだん暗くなってきた。気づけばもう夕方だ。

「お疲れさまでした。最後にベッドで撮ります。カメラの設定を調整しますので、しばし休憩しててください」

「はーい。俺トイレ行ってくるわ」

　このホテルはさすがラブホテルというだけあって、暗くなってからの雰囲気がいい。

　暖色系のぬくもりある照明はベッド脇のパネルで調節可能。最高まで明るくしていたのを半分程度にまで絞ると、一気に夜の雰囲気が漂う。

「うわ、雰囲気エロッ」

　トイレから戻ってきた係長が呟く。呟きは無駄に広い部屋にホワンと響いた。

「ラブホテルですからね」

　なんでもないような感じで返したけれど、彼が〝エロ〟なんて言葉を使ったから、私は今さら照れくさくなった。

　私は上司をラブホテルに連れ込んで、これからベッドで脱がそうとしている。

　もちろん全部脱がすわけではないけれど、これって実は、とても破廉恥なことなのでは？

「休憩はもういいから、さっさと撮って飯でも食いにいこうぜ。俺ちょっと腹減ってきた」

「そうですね。じゃあ始めましょうか。ジャケットは脱いでください」

　ここからはスーツを着崩して、本格的に色気重視の写真を撮っていく。

　ベッドに横たわった係長は、暖色の照明の効果か、妙に色っぽく見える。

「そのまま涅槃像みたいに横になってください」

「涅槃像って、ワードのチョイスに色気がないな。エロみのある写真を撮るんじゃなかったっけ？」

「色気はないけどわかりやすいでしょう？　左手はネクタイの玉にかけてください。緩める感じで」

　色気のない言葉を選んだのはわざとだ。暗くなって部屋と彼のセクシーな雰囲気に耐えられなくなってきたから、仏様の力を借りて中和したかった。

　――カシャ、カシャ

　彼が黙るとシャッター音が室内に響く。

「ネクタイを外して、シャツのボタンをみっつ目まで外してください。ベストのボタンもすべて外しましょうか。ネクタイを両手首に絡ませたいので、両手をこちらに」

「え、俺縛られるの？」

　きみにはそんな趣味があるのか？　と表情で尋ねられている気がする。

「緩く絡ませるだけです。いつでも自分の意思で解くことができるけれど、女性のお遊びに付き合ってあげているというイメージです」

「ほう。それは悪くないね」

　係長はおもしろそうに両手を私に差し出した。私は恥ずかしさをこらえながら、彼の手首にネクタイを巻きつける。

「このまま寝転がって、両手を上げてください」

「こんな感じ？」

「はい」

　ベッドの外からレンズを向ける。右から、左から、足の方からとシャッターを切るが、どれもイメージ通りにいかない……というか、女性の目線にならない。

「あの、係長」

「なに？」

「すみません。跨ります」

　私は彼の反応を見る前に、彼の腰を跨いでベッドに膝をついた。カメラのディスプレイに、理想通りのアングルが映し出される。

「おいっ！」

「すっごくいい！　そのまま顔を右に向けて、腕で目元を隠すようにしてください」

「……こうか？」

　係長は呆れながら、私のリクエストに応えてくれる。やっぱり喉仏と胸鎖乳突筋がいい。首元が露わになったぶん、よさが際立っている。

　――カシャ、カシャ、カシャ

　シャッターを押す指が止まらない。一キロを超えるカメラを何時間も抱え続けて腕が疲れているけれど、スーツを乱してから萌えと興奮が再燃した。

「係長。ベルト、外してもいいですか？」

「……なぁ、中村」

「はい」

　カメラのディスプレイを見つめながら返事をすると、画面の中の彼が強い視線を向けてきた。それがなんとも蠱惑的で、私は本能的にヒヤリとするものを感じた。

　――カシャ、カシャ

　勢いに乗せてシャッターを二回切り、画面ではなく生身の彼に視線を移す。

　すると次の瞬間、彼は両手首のネクタイを自分で解いた。

　――カシャ

　音がして自分がシャッターボタンを押したことに気づく。

　画面もファインダーも見ずに撮ったから、ブレて意味のない写真になっているだろうなぁ、なんて考えていると、自由になった彼の手が私の腰のあたりを掴んだ。

「え？」

　世界がぐるりと回転する。背中に柔らかい衝撃を感じて、自分がベッドに沈んだことを悟った。

　動きやすさ重視で選んだ柔らかいワイドパンツが重力に従って降りていき、太股のところに溜まっている。

　さらけ出された私の脚と脚の間に、着乱れた係長が見える。

　なんだかすごく……エロい。

　――カシャ

　ドキッとして手に力がこもる。また無意識にシャッターを切ってしまった。

「こんなところに男を連れ込んで、服を脱がして、跨って。そんなことしたらどうなるか、わかってやってんの？」

　逆光でそう告げた彼があまりに扇情的で、今度はレンズを向け意識的にシャッターボタンを押した。

「その気になるのかもしれませんね。もし、ここにいるのがかわいい女の子なら」

　しかし今ここにいるのはノッポで痩せっぽちの、かわいらしさの欠片もない私だ。女性の魅力なんて――

「俺、この状況にめちゃくちゃ興奮してるけど」

「なっ……！」

「あー、この体勢ヤバいね。もうしてるっぽい」

　係長は私を見下ろし私の膝に手を乗せ、いつでも私を蹂躙できると言わんばかりに口角を上げた。

　まさか、本当にその気になってる？

　全身に羞恥と興奮、そして危機感が走る。

「わ、私としたっておもしろくないですよ！」

「そうかな？　もうすでに楽しいけど」

　彼はそう言ってさらに私を見下ろすように体を傾け、私の顔の横に手をついた。

　ドキドキだなんて生ぬるい鼓動ではなく、ドドドド……と怒涛のような拍動が響いている。

「だって私、したことないんで！　上手にできないですから！」

　ああ、こんなこと白状するつもりはなかったのに。

　係長は私の脚と脚の間でぽかんと口を開けた。

「へ？　したことないって……つまり……」

「お恥ずかしながら、まだ処女です」

　中村やよい、二十六歳。まだ誰のものにもなったことがない。そしてこれからも、誰かのものになる予定はない。
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　私は背が高いし、胸も愛嬌もない。さらにスーツフェチの隠れ変態だ。男性にモテるはずがないのに、理想ばかり高い。

　恋愛に興味がないわけではない。男性が苦手ということもない。誰かを好きになっても片想いで終わってしまうだけだ。

　私ももう二十六歳。最も男性に需要があるとされる十代後半から二十代前半でさえ、私は誰にも求められなかった。今後の私が誰かに求められるとは思えない。

　ひとりで生きていく覚悟は、とっくにできている。

「マジか」

「もういいでしょう？　どいてください。みんなにWAJIN Kだってバラしますよ！」

「それは困る……ごめん」

　係長が体を起こし、決まりが悪そうに私を解放した。

「押し倒されて怒ったので、ベルトだけじゃなくホックとファスナーも外してパンチラ撮らせてください」

　冷静を装ってより過激なことを要求する。顔が燃えるように熱いから、装ったところで動揺していることはバレているだろう。

　係長は「え」と顔をひきつらせた。

「男のパンチラにも需要があるんだな」

「女には女のエロがあるんですよ。あ、見せるのは腰のところだけで大丈夫なので」

「……男向けのパンチラとは違うんだな」






　午後七時までのサービスタイムを六時五十五分まで存分に使って、私たちはホテルをあとにした。表通りに出てタクシーに乗り、駅の方へと向かう。

「お疲れさまでした、係長」

「あ～腹減った」

「なにが食べたいですか？　いい写真が撮れたお礼に私がご馳走します」

　会社にいる時と同じトーンで話すが、ベッドに倒された時の緊張と高揚がまだ続いている。

　係長なんて、オフィスカジュアルばかりでめったにスーツを着てこないし、私と同じで会社ではモブっぽいから、全然タイプじゃなかった。

　仕事ぶりはまじめで、余計なことをしたり話したりもしないから、人間的におもしろみを感じることもなかった。

　まさかあんなに男の色気をムンムンに出せる人だったなんて……。今さら彼がミステリアスかつセクシーに見えて、落ち着かない。

　色気にあてられるとはこういうことをいうのだろうか。「襲われるかも」なんて思ったのは人生で初めてで、この冷めやらぬ気持ちをどう処理していいかわからない。

「送別会でもないのに部下におごられるなんてやだよ。ただでさえ〝女にホテル代を払わせた〟という事実に納得がいってないのに」

「そこは〝スタジオ代をカメラマンが払った〟でいいじゃないですか」

「そうだけどさぁ」

　ひとつ不思議に思っていることがある。

　彼に迫られた時、私は〝恥ずかしい〟とは思ったのだけれど、〝怖い〟とか〝嫌だ〟とはまったく思わなかった。

　ああいう状況に置かれたら、普通は恐怖や嫌悪で震え上がるものだと思っていた。けれど私は信頼ある上司の変貌に動揺はしたけれど、恐怖よりむしろ興奮していた。

「はぁ……私ってやっぱり変態なんだなぁ」

「ん？　なんて言った？」

「いえ、ひとりごとです」

　駅の近くでタクシーを降りた私たちは、ダラダラと食事ができそうな店を探した。

　といっても歩き回るほどの体力は残っていなかったので、「うち、個室ですよ！」と声をかけてきた客引きのお姉さんに導かれるまま、手頃な居酒屋に入った。






　腹が満ち、いい感じに酒が回った頃、係長が言った。

「撮れた写真、見たい」

「え」

　やましい気持ちで撮った写真を見せるのは恥ずかしい。けれど私の性癖はすでに知られているし、被写体である彼にも確認する権利くらいはあるだろう。

「削除したりしないって約束してくれるならお見せしますよ」

「しないよ」

　私はリュックからカメラ本体を出し、ディスプレイに撮れた写真を表示して彼に手渡す。係長は丁寧にカメラを受け取って、小さな画面を真剣に見つめはじめた。

　カチ、カチ、とボタンを押し、次々と画像を確認していく。私は手持ちぶさたになって、おかわりしたばかりのハイボールをちびちびすすった。

　撮れた画像は新しいものから表示される。いたたまれずチラッと視線を向けたところ、画面にはベッドで撮った写真が映っていた。

　思い出されるのは組み敷かれた時の係長のこと。彼は背が高いから、体形が細長く……悪くいえばヒョロガリっぽく見える。だけど至近距離で見てみると……いや、脚で挟んでみると意外と横幅があって、しっかり男性らしい体つきをしていた。

　……私、また思い出して興奮してる。

「なぁ」

「は、はいっ！」

　やましい思考を読まれた気がして声が裏返る。

「中村って、本当にスーツにしか興味ないんだな」

　係長はカメラのディスプレイを見つめたままだった。私が興奮していることはバレていないようだ。

「どういう意味ですか？」

「顔がまともに写ってる写真はほとんどないなと思って」

「そりゃそうですよ。私は係長じゃなくて、スーツの写真集を作るんですから」

　初めからそう言ってるのに、変な係長。もしかして顔も撮ってほしかったのだろうか。それならそうと言ってくれればよかったのに。

「モデルになった自分が言うのもなんだけど、よく撮れてると思う」

「ありがとうございます。この日のためにカメラの勉強と練習をしていました。次は『モヒート』のスーツでお願いしますね」

「ははっ、次があるのかよ」

「当然です。『モヒート』のスーツの方が本命なんですから」

　係長は呆れながらも笑顔だ。彼の秘密を盾にしての脅しではあるけれど、彼なりに楽しんでくれているのだと思えてちょっと嬉しい。

「もういい時間だな。そろそろ帰ろう」

「そうですね」

「口紅、取れてるぞ。塗り直してくれば？」

「はい」

　ハンカチと口紅だけを持ち、お手洗いへ。赤い口紅のデメリットは、落ちたり崩れたりしたのが見た目にわかりやすいところだ。私はマットなものを使うので、特に。

　係長が私に席を立つよう促したのが会計を済ませるためだと気づいたのは、個室に戻ってから。

　何度「せめて半分」と訴えても、受け取ってはくれなかった。

















３　やましい画像












　WAJIN Kの特徴といえば被り物と三つ揃いのスーツ、そしてファルセットを多用した甘い歌声だ。

　毎日係長の声を聞いていたのに「WAJIN Kの声と似ているな」とすら思うことがなかったのは、彼の地声と歌声が違っているからだろう。

　WAJIN Kのサイトを見ると、近々デビュー五周年の記念ライブを行う予定らしい。ライブといってもインターネットライブで、生の彼を見られるわけではないようだ。

　居酒屋で「十二月に出す新曲がまだ作れてなくて、締め切りがヤバい」とも漏らしていたし、ライブの準備や練習もしていると言っていた。

　そんなに忙しいのに、貴重な休日を使わせてしまって申し訳ない。






　係長は当初、総務部の所属ではなかった。総合職で入社しＢＳ２に配属され、毎日スーツを着て企業を相手に年間数億円を売り上げる営業マンをやっていた。今の彼からは想像できない。

　ＢＳ２といえばあの吉永様も所属しているＤＴＩの中でも随一の花形部署。つまり係長は吉永様の先輩で、エリート中のエリートだったのだ。

　そんな彼は五年前、突然一般職に転向し、自ら希望して内勤の部署へ異動した。当然周囲は納得のいく理由を求めたけれど、彼は「ＱＯＬ向上のため、ライフワークバランスを調整する」としか語らなかった。

　樺島さんからこの話を聞いた時、私は「ふーん、そうなんだ」としか思わなかった。失礼ながら当時は係長の人となりにそんなに興味がなかったし、〝仕事はできるのに出世欲のないゆとりっぽい人〟という印象は以前からあったので、意外だとも思わなかった。

　彼の正体を知っている今なら、彼の転向が歌手活動のためだとわかる。

　WAJIN Kとしてデビューして、さらにヒットした。売れれば次の曲を求められるし、曲を出すためにはそれなりの時間や労力を使う。状況によって深夜まで残業することもあるＢＳ２の仕事との両立が絶望的であることは明白だ。

　彼は歌手として十分成功しているはずなのに、どうして会社を辞めずに仕事を続けているのだろう。総務の仕事だって、比較的定時で帰りやすいという程度で、決して忙しくないわけではないのに。

　居酒屋でそのことについて尋ねると、彼は「人気商売の不安定な収入に頼って生きるのは怖いし、会社勤めは嫌いじゃないから」と答えた。

　WAJIN Kは会社員であることも含めて世間に注目されているので、両立しているからこその人気もあるのかもしれない。






　ＤＴＩでは部署や雇用形態によって勤務時刻が異なる。私たち総務部の業務開始時刻は八時三十分。社員はおおむね八時ちょうどから二十分くらいの間に出社し、パソコンを立ち上げたりメールをチェックしたり、各々仕事の準備を始める。

　八時半になったら、各課で簡単な朝礼を行う。総務課にはいくつか係があるが、催事係の仕事を課全体で手伝うことがある関係で、イベントのスケジュールの確認をすることが多い。

　課での朝礼が終わると、係ごとにミーティングを行う。現在備管の人員は派遣社員とパート社員を含め五人。パートさんたちが出勤するのは十時頃なので、今この場にいるのは係長と白石さん、そして私の三人である。

　朝のミーティングでは各々の一日の予定を共有し、派遣の白石さんや他のスタッフにお願いする仕事を確認したりする。

　このミーティングを仕切るのはもちろん係長だ。

　今日は伸縮性のある紺色のジャケットに、スラックスではなくベージュのチノパンだ。ジャケットもボトムも洗濯しやすいものを選んでいるところを見るに、今日は倉庫の整理でもするつもりなのだろう。

「――というわけで、先月閉鎖した営業所の什器をいったん下の倉庫に保管することになりました。倉庫を空ける作業で出ずっぱりになりそうなので、僕に用事がある時は携帯にかけてください」

　ほら、やっぱり。什器類の倉庫は地下にあって、ホコリが多くて汚れやすいものね。

　……なんて思っている自分に気づき、ハッとする。

「今日は以上です。では、よろしくお願いします」

「お願いします」

　十月も中旬になり人事異動のゴタゴタが落ち着いたため、私の多忙期はおおむね終わった。係長は機器や什器を担当しているので、もうしばらく忙しい日が続く。

　こんな調子でライブや新曲の準備は進んでいるのだろうか。ちょっと疲れているように見える。






　私の中で困ったことが起きている。

　係長が気になって仕方がないのだ。

　これまでは彼の着ている服から業務を推測するなんてことはしなかった。彼の顔を見て「ちょっとお疲れかしら」なんて思ったこともなかった。

　それなのに今は彼の一挙一動を目で追ってしまう。いつもよりラフなオフィスカジュアル姿でも、彼が魅力的に見えている。すべて、あの撮影の日以来だ。

　係長が言った通り、私はあの日スーツを中心に撮ったので、彼の顔がまともに撮れている写真はほとんどない。

　しかしたった一枚だけ、私が自分の意思で撮った〝宮崎和仁〟の写真がある。

　私はあくまでスーツフェチで、WAJIN Kの上質なスーツには萌えるけれどWAJIN K本人や係長には特別な感情を持ってはいなかった。それなのに、あの日撮れた何百もの素敵なスーツ写真を差し置いて、ダントツでその写真が私の興奮を滾らせるのだ。

　私の両太股の間で蠱惑的な表情を浮かべている彼の写真データは、スマートフォンにも転送してある。

「こんなところに男を連れ込んで、服を脱がして、跨って。そんなことしたらどうなるか、わかってやってんの？」

　写真を見るたびにあの時のセリフと情景がよみがえり、全身が熱くなる。

　最近は自宅でこの写真ばかりを眺め、抑えられない興奮でジタバタしたりそんな自分に引いたりしているのだけれど、とうとう我慢できずに会社でまでこの写真を開いてしまった。

　休憩中の過ごし方は自由とはいえ、自分で撮った上司とのいかがわしい写真を見て興奮しているなんて、自分の変態度が上がっているみたいで怖い。

　私はスマートフォンの画面をオフにして、熱を追い出すように息を吐いた。

「あ、中村さん。お疲れさまでーす」

　背後から声をかけられ、振り返る。配達用のカートを押している白石さんだった。

「白石さん。配達ありがとうございます」

「今休憩ですか？」

「はい。発注の作業がひと通り終わったので」

　ＤＴＩ本社には、フロアごとにラウンジと呼ばれる談話スペースがある。飲み物と軽食の自販機の前にソファーとテーブルのセットがふた組、そして窓際はカウンター席が十席。社員の憩いの場となっている。

　ここは本社の中でも低いフロアなので景色はそんなによくないのだけれど、休憩時はここからぼんやり街を眺めるのが好きだ。まぁ、今に限っては係長の画像を見ていたのだが。

「あ、そうそう中村さん。私さっきまでＮＢ部に行ってたんですけど、太田さんがありがとうって言ってましたよ。どうやらプレゼン、ちゃんと間に合ったそうで、契約も取れたみたいです」

　ＮＢ部とはネットワークビルディング部の略称だ。そして太田さんというのは、先日朝からコピー用紙をよこせと白石さんに詰め寄っていたあの男性社員である。

「そうですか。それはよかった」

　太田さんからの伝言を全うして満足したのか、白石さんは「じゃあ私、戻りますね」とにっこり笑って、備品倉庫の方へと向かっていった。

　白石さん、今日もかわいいなぁ。女性らしいサイズとカーブのあるボディライン。パーツのすべてが丸っこい愛らしい顔立ち。

　別に今の自分が嫌いなわけではないけれど、私もあんな見た目に育っていたら、もっと違う生き方――たとえば恋愛やフェミニンなファッションを楽しんだりしていたかもしれない。






　係長が総務課のオフィスに戻ってきたのは夕方五時半を回った頃。

　白石さんを含む備管スタッフはすでに仕事を上がり、私しか残っていなかった。いつもなら私も五時ピタで帰るのだけれど、席を外していた係長の代わりに行っていた業務のため、少しだけ残業していたところだ。

「あれ、中村、まだいたの？」

「はい。でももう終わりますよ」

　係長は自分のデスクのパソコンを立ち上げ、なにやら作業を始めた。私はその間に業務を終え、自分のパソコンの電源を落とす。

「では私、お先に失礼しますね。お疲れさまでした」

「あ、ちょっと待って」

「なんですか？」

「俺もすぐ終わるから、飯行かない？　今日、俺の仕事をやってもらったお礼におごる」






　私たちは会社の前からタクシーに乗って、環状三号線の麻布十番と六本木の間あたりで降りた。賑わっているところからは少し離れていて、人が住んでいそうなマンションが立ち並んでいる。他にもスーパーがあったりペットサロンがあったりして、麻布や六本木にも本当に人が住んでいるのだなと初めて実感した。

「おーい、こっちだぞ」

「はい。今行きます」

　私がきょろきょろしている間に係長は歩を進めていて、気づけば数メートル離れてしまっていた。私は麻布十番にも六本木にもほとんど来たことがない。もっとギラギラしているイメージだったけれど、この辺はわりと静かだ。

　係長について横道に入った。角のところがやけにきらびやかだと思ったら、ガラス張りのレストランが現れた。明るすぎない照明だけれどシャンデリアがキラキラしていて、なんだか高級そう。雰囲気がいいからか、お客さんもカップルばかりだ。

　私には無縁なお店だな。

　なんて思っていたのだけれど、係長はまっすぐにそこに向かい、躊躇なく扉を開けた。

　え？　うそ、ここなの？

　来客に気づいた女性スタッフがすぐにやってきた。

「こんばんは。宮崎です」

「お待ちしておりました。ご案内いたします」

　ふたりの表情から、彼らは顔見知りであることがうかがえた。彼はこのお店に何度も来たことがあるのだろう。

　店内にはテーブル席が六つと個室がふたつあって、私たちは個室に案内された。店内は外から見えた以上にキラキラしていて、まさに〝ラグジュアリー〟という感じがする。

　てっきり居酒屋にでも入るのだろうと高を括っていた私は、自分でもわかるくらいにソワソワしている。

「頼むの面倒だし、コースでいい？」

「はい」

「メインがこちらの中から選べますが、いかがなさいますか？」

「俺は牛ほほ。中村は？」

　メニューから私へと視線を移した係長に、ドキッとした。暖色系の落ち着いた照明に照らされた彼を見るのはホテルのベッド以来だ。

「私も、同じもので」

「かしこまりました。アレルギーや苦手な食材はありませんか？」

「俺はありません。中村は？」

「特にありません」

「乾杯用のスパークリングワインが付きますので、そちらをお楽しみいただきながらお飲み物をお選びください。こちら、ドリンクのメニューです」

　どうしよう。こんな素敵なお店、初めて入ったからどう振る舞っていいかわからない。

　カジュアルとはいえラグジュアリーな空間だ。私のような地味なモブ女が入ってよかったのだろうか。こんなキラキラしたところにいると、まるで自分がヒロインにでもなったような気になってしまいそう。

「中村、挙動不審すぎ」

「だって、こんなお店に連れてこられるとは思わなくて」

　手の置き場にすら迷っている私を、彼はおかしげに笑う。

「駅近の居酒屋の方がよかった？」

「そういうわけではないんですけど、恐縮しちゃいますよ」

「ここは副業の方の付き合いで何度か来たことがあるんだけど、牛ほほ肉の赤ワイン煮込みが本当に美味しくてさ」

　副業……か。係長、ＤＴＩの仕事の方を本業だって思ってるんだ。WAJIN Kの活動での方が、よっぽど稼げているはずなのに。

「男ひとりで入るには勇気のいる店だから、中村に借りができたのを利用した」

　つまり、係長には現在この店に誘えるような恋人がいないということですか？

　そう尋ねたくなったけれど、我慢する。WAJIN Kであることを知っているだけでとんでもないのに、これ以上プライベートに踏み込むべきではない。

　先ほどの女性スタッフがシャンパンの瓶を持って戻ってきた。あらかじめテーブルにセットされていたシャンパングラスを並べ、炭酸を主張するように注ぐ。

「今日もお疲れ」

「お疲れさまです」

　グラスを軽く掲げて乾杯。シャンパンはよく冷えていて、とても甘酸っぱかった。






　前菜は四種の盛り合わせで、メニューはミニトマトのカプレーゼ、生ハムメロン、鴨ハムのバルサミコソース、ニンジンのポタージュ。それからグリル野菜と牡蠣のクリームパスタ、最後に牛ほほ肉の赤ワイン煮込みが登場した。

　係長の言っていた通り、牛ほほ肉の赤ワイン煮込みは絶品だった。

「ビックリするくらい美味しいですね、これ……！」

「だろ？」

「この牛ほほから今日の私の頑張りを差し引くとお釣りが出ますよ。私、今日は自分の分のお金、払います」

「いや、いいって。俺が付き合わせてんだし」

「だって、こんなに美味しいコース、絶対にお高いでしょう？」

「ナメんな。俺がいくら稼いでると思ってんの」

　素敵な男性と楽しくおしゃべりしながら、おしゃれなレストランでほっぺが落ちるような料理を食べて、ちょっといいワインを飲む。

　こんなアフター５はドラマや映画の中だけだと思っていた。

　なんだかデートみたい。もちろん、別に私たちはそんなんじゃないけれど。

「なぁ、俺、ずっと聞きたかったことがあるんだけど」

「なんですか？」

「〝やよい〟って、本当は漢字なんだよな？　どうして会社ではひらがな表記にしてんの？」

　浮かれていた気持ちが一気に落ち着いていく。名前については、あまり積極的に話したいことではない。

「漢字だって、ご存じだったんですね」

「保険証とか税金関係の書類では漢字だったから」

　このことについて尋ねられたのは、入社時に人事部に「ひらがなで通したい」と申し出た時以来。どうしてと尋ねられても、自分が気に入っていないだけで、別に大した理由があるわけではない。

　私にはモデルをやっていたこと以外にも、あまり知られたくないことがもうひとつある。それは、疎遠にしている両親がゴリゴリの元ヤンキーであることだ。

　そんな両親は若くして私を授かり結婚したのだけれど、〝夜露死苦〟的なノリで〝弥与依〟と名づけた、らしい。

　小学生の頃、保護者に名前の由来を聞いて作文にする宿題が出た際にそれを知って、私は大きなショックを受けた。途端にこの名前が恥ずかしくなって、その時の作文には「三月生まれだから」というようなことしか書かなかった。

　私の下には弟がふたりいる。両親の血を濃く受け継いだ弟たちは、それはそれは立派なヤンキーへと成長した。家族の中で唯一まじめで勉強のできた私は、世間的には普通の子だったけれど、家庭内では異分子だった。

　家族は嫌いではない。それでも居心地は悪くて、大学進学を機に家を出た。

　必要な時以外はひらがなで名前を書くようになったのは、その頃からだ。

「ふぅん、つまり親への反抗ってことか」

「そう言われると私がバカみたいですね」

　しかしあながち間違ってもいない。

「バカだとは思わないけど、もったいないなとは思う」

「どういう意味ですか？」

　首をかしげた私に、係長はワイングラスを置いて笑顔で告げた。

「だって弥与依って、いい名前じゃん」

　弥与依をいい名前だと思ったことがない私は、上司相手に思わず「は？」と返してしまった。

「弥は広くという意味の漢字。与は与える。依は頼られる。つまり、みんなになにかを与えられる、頼れる存在になってほしいと願って付けられたんだろうなぁ」

　胸の奥が急激に熱くなっていく。私の名前にそんな意味があるなんて、考えたこと……いや、考えようとしたことがなかった。どうせ適当な当て字だと思って、自分の名前を大切にしてこなかった。

「そんな……私の両親は、漢字なんか全然詳しくなくて……」

「漢字が苦手だって、子供の名前を考える時くらい一生懸命調べたりするっしょ。〝夜露死苦〟的なノリで付けたなんて冗談に決まってるよ。だってこんなにちゃんと意味が通ってる」

　彼の言葉が私のコンプレックスをみるみる溶かしていく。家族の顔が思い出されて、胸だけでなく目の奥も熱い。

　溶けたコンプレックスが目から零れ落ちるのを、私は止めることができなかった。

「ちょ、え、中村？　まさか、泣いてんの？」

　私が泣きだしたものだから、係長は目を丸く見開いて動揺している。

　個室とはいえガラス張りだ。外から見れば彼が悪いことをして私を泣かせているように見えるかもしれない。

　早く泣き止みたいけれど、めったに泣かないので涙の止め方がわからない。

「ごめんなさい。でも私、嬉しくて」

「泣いてもらえるほどのことは言ってないと思うけど」

　私は首を横に振る。彼が私の名前を読み解いてくれたことで、まさに今、私のアイデンティティが大きく変化している。

　私の名前は中村弥与依。三月生まれであることに加えて、「みんなになにかを与えられる、頼れる存在になるように」と願って、両親がそう名付けてくれた。適当に付けたわけではなかった。

「私、初めて自分の名前を好きだと思えました。ありがとうございます」

　人の心とは都合よくできているようで、自分の名前を気に入った途端、家族から受けてきた愛情が思い出されて、どんどん胸がいっぱいになった。

「そうか。よかったな」

　彼は眉を下げて微笑む。

「はい。係長のおかげです」






　最後にデザートのプリンとコーヒーを楽しんで、私たちはお店をあとにした。

「駅まで送る」

　係長がそう言うのでお言葉に甘え、他愛ない話をしながらゆっくり歩く。彼は会社から徒歩十五分ほどのところにあるマンションに住んでいるのだけれど、ここからもそう遠くないそうで、タクシーで帰るという。

「今日はどうしてご馳走してくれたんですか？」

　これまでだって彼の仕事を頼まれたことは何度もあった。だけど、お礼と称してふたりきりの食事に誘われたことなどなかったと記憶している。

「牛ほほ肉が食べたかったし、中村のご機嫌を取っておきたかったから、かな」

「なるほど。私に秘密をバラされたら困っちゃいますもんね」

「というわけで例の件については、引き続きコレでお願いしますよ」

　彼は冗談っぽくそう言って人差し指を唇に当てる。

「わかりました。次の撮影まではこの牛ほほ肉で手を打ちましょう」

　私がそう返すと、彼はなにやら含みのある笑顔を見せた。

「なんですか？」

「いや、今日も中村のかわいい表情を見れたなって思っただけ」

「え？」

　今日も私の、なに？　よく聞こえなかった。

「バレたら終わるって思ってたけど、相手が悪いヤツじゃなければ秘密の共有も悪くないなと思っただけ」

　さっきと言っていることが違うような気がするけれど、まぁいいか。

「なに言ってるんですか。私、まだまだ係長のこと、脅していいように使おうと思ってますよ？」

「それでも、金よこせとかは言わないじゃん」

「もし困ったら借りるかもしれません」

「〝借りる〟って言ってるうちは大丈夫そうだな」

　賑やかなエリアに差し掛かってきた。ここからはこの話題を控えた方がよさそうだ。

　そこの横断歩道を渡った先に地下鉄の出入り口がある。ちょうどいいタイミングで信号が変わって、私はちょっとだけ残念な気持ちになった。

　もし信号が赤だったら、待っている時間だけ彼との時間が増えたのに。

「今そこにタクシーいるから、俺あれに乗るわ。じゃあ、気をつけて帰って」

「あ、はい。どうもご馳走様でした」

　手を振ってタクシーの方へと駆けていった彼の背中を見送る。

　行ってしまった。もう寂しい。

　撮影の日以来ずっと感じていた、胸をぎゅっと締め付けられるような狂おしい感覚。その正体に気づかないふりはもうできない。

　あまり経験がないけれど、間違いない。

　私、係長のことが好きだ。

　自覚した私は、楽しかった時間を噛みしめながら地下鉄への階段を下りた。

　この出入り口から利用路線の改札まではやや距離があるのだけれど、その間ずっと彼のことを考えていた。






　自宅に到着してすぐ、私は思い至って電話をかけた。

「もしもし、お母さん？　弥与依だけど。……ううん、違うの。みんな元気かなって思って」

　電話に出た母は相変わらず粗暴な言葉遣いだったけれど、かけてくれる言葉は温かかった。

　次の休暇には、久しぶりに実家に帰ろう。係長が弥与依をいい名前だと言ってくれたことを直接両親に話したい。

　それから、ずっとできていなかった親孝行をして、大人になった弟たちとも久しぶりにたくさん話そう。

　家族と向き合いたい。

　そう思えたのは係長のおかげだ。

















４　やましい合コン












　係長は今、会社とWAJIN Kの仕事の両立で多忙を極めている。

　来月に行われるインターネットライブの準備で、連日夜遅くまで打ち合わせをしている。特にライブ自体の練習は本当に大変で、配信時に演出との音ズレがないよう気が遠くなるほど何度もリハーサルを行ってはコンマ一秒単位で調整をしているらしい。

　他にもライブグッズのデザインの確認や衣装の作成など、やることはたくさんあるようだ。

　係長がサラリーマンをやっている間、ある程度は他のスタッフが進めておいてくれるというのだが、WAJIN K本人はなにもしないで大変なことは全部スタッフに丸投げ、なんてことはしない。

「そんなことしたら、誰も俺のライブをいいものにしようとは思わないだろ。俺はソロだけど、ソロの俺を支えてくれるスタッフが何百人といるんだよ。みんなをガッカリさせるようなアーティストにはなりたくない」

　牛ほほ肉を食しながらそう語ったWAJIN Kこと宮崎係長に深く感心し、男性として好きになってしまった私は、ここのところWAJIN Kの情報収集に余念がない。

　その方法は主にインターネットでの検索なのだが、ふと匿名掲示板に「WAJIN Kの正体を探るスレ」があるのを思い出して、そのページにアクセスした。

　掲示板に書き込まれているのは、ほとんどが信ぴょう性に欠ける憶測だ。しかし中には事実や事実に近いことが書き込まれたりもしている。

「一流企業のエリートビジネスマンで、大企業相手にウン億円の金を回している」

　情報は古いが、間違っていない。デビュー前まではそうだった。

「東京湾沿岸の高級タワマンに住んでいる」

　高級タワマンかどうかは知らないけれど、会話の中でそのあたりに住んでいると聞いた。

「イケメンといえなくもない。少なくともテレビに出られる顔はしている」

　憶測でなんとでも言える内容ではあるが、このことについては同意する。

　誰が書き込んだかもわからない情報を鵜呑みにするファンは多くないようだけれど、会社の人たちに正体がバレれば混乱が起きるだろうし、彼は働きにくくなるだろう。

　正体を知っていることを強請りの材料に使っている私が言うのもなんだけれど、係長のためにもこのままずっと特定されずにいてほしいと思っている。






　係長への恋心を認識してから、十日ほどが経過した。

　認識したからといって、別になにをするわけでもない。ただ「素敵だなぁ」と思いながら普通に仕事をして、帰宅してから写真を眺めて萌えるだけだ。

　秘密を共有していることもあって、係長との距離はグッと近づいたような気がする。この間ふたりで食事に行ったこともそうだし、入社以来ずっと遠慮がちに話しかけられていたのが、最近はずいぶんフランクになった。

　私は勝手に彼を好きでいるけれど、上司であると同時にWAJIN Kでもある彼とどうこうなろうだなんて思わない。ただ密かに想い、憧れ、この気持ちが昇華するのを待つつもりだ。






　とある十月下旬の昼休み、白石さんがニコニコ愛らしい笑顔で私のところにやってきた。

「中村さん、私と一緒に合コンに参加してくれませんか？」

　合コンと呼ばれる会にお誘いを受けたのは、人生で初めてのことだった。

「合コン、ですか？」

「はい！　今週の金曜なんですけど、中村さんにもついてきてもらいたいなって」

　予想外の出来事に呆気にとられていると、彼女は合コンをすることになった経緯をベラベラとマシンガンのように話しはじめた。

　要約すると、コピー用紙の一件でＮＢ部の太田さんとよく話すようになり、彼女のいないＮＢ部営業マンと彼氏のいない総務課の女子社員の三対三で合コンをしようということになった、ということらしい。私に恋人がいないことは前に話して知っているから誘ってくれたのだろう。太田さんとも、一応面識があるし。

「もうひとりはどなたを誘うんですか？」

「樺島さんです。すでにＯＫもらってますよ」

　合コン……か。私は係長が好きだけれど、別にお付き合いしているわけでも、お付き合いに向かっているわけでもない。もしかしたら一生に一度のお誘いかもしれないし、社会勉強として参加してみるのはアリかもしれない。

「わかりました。参加します」

「やったぁ！　じゃあ金曜日、よろしくお願いしますね」






　金曜日。

　合コンとはおしゃれをして臨むものというイメージがあったので、この日私はベージュのジャケットの中に私服を着込み、メイク道具を持参して出勤した。

　私服といっても黒なので、ジャケットさえ羽織っていればふだんのオフィスカジュアルとそう変わらない。値段は桁ひとつ分違うのだけれど、それに気づく人はいないだろう。

　係長はようやく多忙期から解放されたようで、今日は一日中オフィスにいた。ＤＴＩの仕事は楽になったけれどWAJIN Kの方の仕事はまだまだハードなので、寝不足丸出しの顔だ。

「ふわあぁ～」

　あ、係長があくびした。喉仏がよく動くなぁ。それに今の声、WAJIN Kの歌声に近かった。係長、本当にWAJIN Kなんだなぁ。

　ぼんやり考えて、自分の作業の手が止まっていることに気づく。今日は作業効率を落としたくないのに。恋愛感情は仕事の敵だ。

　あくびを終えた彼と、バチッと目が合った。係長は私に見られていたことに気づいて、恥ずかしそうにはにかむ。その表情がなんとも愛しくて、私は変な声をあげそうになってしまった。

　ああ、心がくすぐったい。彼が魅力的に見えて仕方がない。

　今日は合コン。そして明日は、係長と二回目の撮影の約束をしている。

　ちょっとはにかまれたくらいなのに。こんな気持ちでちゃんと撮影できるのだろうか。不安になってきた。






　終業後、私は白石さんと樺島さんとラウンジで合流し、連れだってパウダースペースへと移動した。合コンに向けメイクを直すためだ。

　バナナクリップで留めていた髪を下ろし、ジャケットを脱いでバッグへ押し込む。アイメイクを施し赤い口紅を塗れば、プライベートの私の出来上がりだ。

　この姿を係長以外の同僚に見せるのは初めてだなぁ、なんて思いながら横を見ると、白石さんと樺島さんは目を皿のようにしてこちらを見ていた。

「中村さんって、ふだんそんな感じなんですか？」

　白石さんはいつものフェミニンなオフィスカジュアルで、目元にパール感のあるアイシャドウを使った艶のあるメイクだ。オレンジ色のリップもよく似合っていてかわいい。

「あ、はい。ふだんというか、私服は全部こんな感じです」

「嘘でしょ……こんなにカッコいいなんて聞いてない……」

　せっかくかわいいのに、神妙な顔でブツブツ呟いている。日頃仲よくしている女性ふたりにまでこんなに驚かれるとは思わなかった。

「黒ばかりで華がないですよね。せっかくの合コンなのに空気読めなくてすみません」

　だけど、本当にこういうのしか持っていないのだから仕方がない。

「華がないって……やよいちゃん、まさか本気で言ってる？」

　樺島さんはいつもより女性らしいシルエットのジャケットで、下はフレアスカートだ。タイトスカートかパンツを穿いていることが多いので、今日はいつもより柔らかい雰囲気だ。ピンヒールのパンプスを履いていて、脚から足のカーブがとてもセクシー。私の脚は棒のようなので、女性らしい肉づきのある脚がうらやましい。

「本気ですよ？　おふたりと並ぶと黒子みたいですよね、私」

　トップスもボトムスもベルトも黒。私がモデルをしていたブランドが昨年秋に出したセットアップだ。気に入ってはいるのだけど、差し色のないコーディネートは合コンに不向きだったと反省している。

「黒子って……無自覚女、怖い」

　白石さんが呆れ顔でため息をつく。

「やよいちゃんがいちばん目立ってるのにね」

　樺島さんも、彼女に同意して笑った。

「黒すぎて悪目立ちしてますか？　ジャケット、着たままの方がいいですかね？」

　私が尋ねると、ふたりは「着ない方がいい！」と声を揃えた。

　黒とモード系ブランドに頼りきって服を選んでいる私には、なにが正解かわからない。ファッションって難しい。






　合コン会場は駅から少し離れたところにあるおしゃれなビストロだった。先日係長と行ったレストランよりは気楽に入れそうな雰囲気だ。

　相手の男性陣は全員ＮＢ３――つまりネットワークビルディング３課の営業マンで、みんなツーピースのスーツを着ている。スリーピース好きの私としては、ちょっと残念……なんて思っては失礼だろうか。

　合コンは乾杯と自己紹介から始まった。

　本社では社員証を提げて勤務しているので、なんとなくお互いの名前と顔は知っているけれど、改めて順に名乗っていく。男性陣はちょっとチャラめの前田まえださん、逆にお堅そうな石崎いしざきさん、そして先日コピー用紙の件でひと悶着あった太田さんの三人だ。

「総務課備品管理係の中村やよいです。主に本社全体の消耗品の管理を担当しています」

「ええっ！　あの中村さん？」

　ひときわ大きな声で驚いたのは太田さんだった。

「はい。先日はどうも」

「驚いた。いつもと全然雰囲気が違うね」

「よく言われます」

　ああ、また驚かれてしまった。他のふたりとは話したことがなかったけれど、よく配達をしていた頃の私を覚えていたそうで、同じように驚いていた。






　合コンは約二時間で終了した。

　私は無愛想ながらコミュ障というほどではないのだけれど、この二時間、ほとんどの会話についていけなかった。

　そして気づいた頃には、白石さんは石崎さんと、樺島さんは前田さんとペアになっていて、合コン終了と同時に各々お相手とどこかへ行ってしまった。

　私と太田さんは店の前で取り残され、呆然とふた組を見送った。

「僕たちもどこかで飲み直さない？」

「そうですね」

　私たちは少し歩いて、彼の行きつけだというカジュアルなバーに入った。バーは若い人が多くて、テーブル席の方はガヤガヤと賑わっている。

　カウンター席に座り適当なドリンクと乾き物を頼んで、改めて乾杯。

「さっきの合コン、たぶん出来レースですよね？」

　私が尋ねると、太田さんは苦笑いを浮かべた。

「わかってたんだ」

「合コン初めてだったんですけど、あれはさすがにわかりました」

　今日の合コンは明らかに、白石さんと石崎さんをくっつけるために開催されたものだった。ふたりはもとより両想いだったのだろう。男性陣はそれを認識していたのだと思う。

　しかしなかなか進展がないことに業を煮やし、ふたりのためにひと肌脱ごうとこの合コンを企て、白石さんを誘った。

　特定のふたりのために開催された合コンは、端的にいってものすごくつまらなかった。

　お相手を見つけられた樺島さんはすごい……いや、彼女も実態を察して、あえて白石さんが石崎さんとふたりになりやすい状況を作っていたような気がする。樺島さんと前田さんは同期だと言っていた。初めからふたりで共謀していたのかもしれない。

　つまらなかったけれど、これで白石さんの恋がうまくいくのなら、まぁいいか。

　社会勉強にはなったし、別にモテようと思って参加したわけではない。

「太田さん、耳にピアスの跡がたくさんありますね」

　たまたま目に入ったので思ったまま口に出すと、彼は恥ずかしそうに耳を触った。私から見える彼の左耳には、耳たぶから上の軟骨のところまで、五個もピアスの穴がある。

「ああ……あはは。若気の至りだよ。俺、学生時代はバンドやってたから」

「そうなんですか」

　私の勝手な偏見ではあるけれど、バンドマンといえば派手な髪色とたくさんのピアスのイメージがある。彼もそんなタイプだったのだろう。今はまさに〝爽やかサラリーマン〟といった風貌なので意外だ。

「だから俺、実は宮崎さんと学生時代に何度か会ったことがあるんだよ。あっちは俺のこと、覚えてなかったみたいだけど」

　ひょんなところで係長の名前が出てきてドキッとした。しかもバンドだなんて。

「うちの係長、ですか？」

「うん。宮崎さんも学生時代はバンドをやってたんだけど、知らなかった？」

「へぇ、そうなんですね。知らなかったです」

　知らなかったけれど、彼の正体を知っているから意外だとは思わない。学生時代からバンドで音楽をやっていたからこそ今のWAJIN Kの活動に繋がったのだろう。

　彼のルーツをちょっとだけ知ることができて、得をした気分。

「最近、宮崎さんはどんな感じ？」

「普通に元気ですよ」

　WAJIN Kの仕事が忙しくて寝不足気味とは、もちろん言わない。

「そうじゃなくて、ほら、バンド時代のイケイケな宮崎さんを知ってるからさぁ。結婚とかしてるんだっけ？」

「独身のはずですよ。女性関係についてはよくわかりません」

　彼に恋人がいないことを知っているけれど、それも言わないでおく。本人の許可を得たわけでもないのにベラベラ話すべきことではない。

「そっか。仕事は？　前はＢＳ部にいたくらいだから、仕事できそうだよね」

「そうですね。全体の状況を把握して効率よく処理するのが得意だし、やる気がなさそうに見えるけど仕事は早くて正確です」

　太田さんはよっぽど私との共通の話題に困っていたのか、ずっと係長について話していた。話していたというよりは私に尋ねてばかりだったけれど、これがいわゆる〝会話を続けるテクニック〟なのかもしれない。

　私はなにも知らないふりをして当たり障りない返事ばかりした。特におもしろい情報を与えることもなかったので、私の相手なんかつまらないだろうなと思う。

　けれど、私が「そろそろ帰ります」と言うと、彼は「もう少しいいじゃん」と引き止めてきた。

　口説かれるわけでもなく、話が盛り上がるわけでもない、ただ係長について語る謎の時間が続く。太田さんはよっぽど飲みたい気分だったのだろう。

　結局私たちは終電に間に合うギリギリの時間までその店で過ごした。

「遅くまで付き合ってくれてありがとう」

「いえ。それでは失礼します」

　一応個人的な連絡先を交換し、私たちは解散した。

　久々に乗る終電には、思ったよりも多くの人が乗っていた。






　翌日、午後。今回の待ち合わせは都心の某駅に午後三時。

　私はやや二日酔いの状態で、人の流れに押し出されるように改札を出た。

　二日酔いするのは大学生ぶりだ。昨夜バーでアルコール度数の高いものを飲みすぎてしまったのだろう。

　さらに昨夜は、今日の撮影が楽しみすぎてなかなか眠れなかった。

　帰宅したのも遅かったのに、カメラのレンズの掃除をしたりバッテリーの充電を確認したりネットで室内撮影のコツを調べたりしているうちに、いつの間にかうっすら明るくなっていたのだ。

　改札を出てすぐの柱のところに、先日と同じテーラーバッグを抱えた係長が立っている。彼を視界にとらえた瞬間、私の胸の奥が震えた。

　休日にも彼に会えて嬉しい。

　ここは都心といってもマイナーな駅なので駅は小さいし人通りもそう多くない。背の高い彼は目立っていて、疲れた顔をしているのになんとなく輝いて見える。

「お待たせしてすみません」

「そんなに待ってないよ」

「では、行きましょうか」

　今日のスタジオも、見映えのするラブホテルだ。ただし今回はタクシーには乗らず、徒歩でホテルへ向かう。このあたりはラブホテル街で、似たようなホテルが乱立している。ちょっと迷いつつ、なんとか予約していたホテルに到着した。

　先日はリゾート感の強い部屋だったけれど、今日はシンプルなインテリアに赤色のベッドカバーが映える都会的で洗練された部屋を取った。前回ほど広くはないけれどスイートルームで、メインとなる寝室、大型テレビのあるリビング、広くておしゃれな浴室の他に天井がガラス張りのテラスがある。

「今日の部屋もすごいな」

「頑張って探しました」

「じゃあ、着替えてくるわ」

「お願いします」

　彼が浴室で着替えている間に、カメラにレンズを取り付けておく。昨日の疲れが抜けていない私は、カメラの設定をいじりながらベッドに腰掛けた。

「このベッド、気持ちいいなぁ。うちのやつとは全然違う……」

　さすがはスイートルームのベッドというべきか。それともラブホテルのベッドはみんなこのようないいベッドを入れているのだろうか。今日がラブホテル二回目の私にはわからないけれど、とにかくここのベッドはとてもいい。

　少しだけ、と思って横になる。赤いベッドカバーの織り模様を眺め、心身を休めるようにリラックス。疲れた体にふかふかのベッドの優しい温もりが染み渡る。

　私は意識を保つことができず、間もなく夢の世界へと旅立った。






　――カシャ、カシャ、カシャカシャ

　スマートフォンのシャッター音が聞こえて目が覚めた。

「お、ようやく起きたか」

　まず視界に入ってきたのは彼のスマートフォン。そして「モヒート」のＭＶでWAJIN Kが着ていたグレーのスリーピーススーツ。ネクタイは締めていない。

　意識が明確になるにつれ、悪巧みをしている少年のような笑みを浮かべた係長の顔がはっきりと見えてきた。

「ごめんなさい！　私、寝落ち――」

　起き上がろうとして、できなかった。右肘を支えに体を起こそうとしたところ、なぜか左腕が右腕についていってしまい、バランスを崩したのだ。

　いったい何事かと自分の状況を確認する。私の手首にはグリーン系のなにかが絡まっていて、まるで手錠のように左右ひとつに繋がれていた。

「え、なにこれ。モヒートのネクタイ？」

　ネクタイはきつくない程度にしっかり手首とベッドを繋いでいる。自由が欲しいけれど、素敵な衣装の一部を傷つけたくなくて無理に引っ張ったりできない。

「まったく。ただでさえ忙しい時期に付き合ってやってんのに、居眠りするとはいい度胸してんな」

　係長はそう言いながらベッドに上がってきた。彼の動きに合わせて私とそばに置いているカメラが弾む。顔は笑っているので、怒っているようではない。

「すみません。寝不足と二日酔いで」

「二日酔い？　珍しいな。あんまり飲まないんじゃなかったっけ」

「はい。でも昨日は終業後、合コンだったんです」

　私がそう答えると、楽しげに笑っていた彼の表情が一変。眉間にシワを寄せ顔の片側を歪めた。

「は？　合コン？」

「合コン自体は早く終わったんですけど、そのあとお相手の男性に誘われてバーに……」

　係長は余計に険しい顔になり、大きく舌打ちをした。

「くっそ、油断した」

「油断？」

　話の意味がわからない。どうしてこんなタイミングで〝油断〟なんて言葉が出てきたの？

「そいつと付き合うの？」

「まさか！　余り者同士で飲んだだけです」

　私が好きなのは係長だ。もちろん「係長の恋人に」なんておこがましいことは考えていないけれど、だからって別の人で間に合わせようとも思っていない。

　そういえば太田さんは学生時代に係長と何度か会っていると言っていた。今日その話を係長にしようと思っていたんだった。

「それで、あの、かかりちょ――」

　私が話そうとした時、彼の影が私にかかった。疑問に思う間もなく彼の体が斜めにのしかかる。ベッドの弾力のおかげで重くはないけれど、なにが起こっているのか、私は理解できずにいた。

「はあぁぁぁ……よかった」

　彼の深いため息がかかった首元が熱い。上半身がぴったり重なって、背に彼の腕が滑り込む。爽やかなベルガモット系の香りは、たぶん彼のシャンプーだ。

　もしかして私、係長に抱きしめられてる？

　気づいた瞬間、心臓が飛び出そうなくらい激しく拍動を始めた。

「あっ……あの、係長？」

　体を起こした彼は、ジャケットを雑に脱いで放った。

「もう怒った」

「え？」

　よかったと言っておいて、怒ったの？　ますます意味がわからない。

　彼は続いてベストのボタンを外し、それも雑に脱ぎ捨てる。白シャツのボタンも少し開け、今度は私に跨った。

「こんなところに男を連れ込んでおいて無防備に居眠りなんかしたらどうなるか、思い知らせてやる」

　前回のホテルで私を押し倒した時と同じ顔。だけど今回の方がずっと余裕がない感じがする。

　さっきから彼の言うことがよくわかっていなかったけれど、「思い知らせる」がどういうことなのかは理解できた。

　理解できたからこそそれを意識してしまって、心臓が壊れそうなほどの強さで脈を打ちはじめた。今までに感じたことのない痺れと熱が体中を巡っている。

　彼の喉仏が、一度大きく動いた。

　普通なら「貞操が脅かされている」と怖がるべき状況なのかもしれない。

　だけど私の心に恐怖のような感情はほとんどなくて、これから起こることへの期待と、彼が私にその気になっていることへの喜びがひしめき合っている。

　あなたとなら、喜んで。

　少しくらい傷ついたって大丈夫だから、好きにして。

　そう思っているけれど、恥ずかしくて口に出せない。手も縛られて不自由だから、目だけで彼に訴える。もの欲しげな顔をしているに違いない。でも、上品に男性を誘う顔なんて、どう作っていいかわからないのだ。

　ギュッと手首の締め付けがきつくなったと思ったら、一気に緩んだ。彼は解かれた緑のネクタイを私に見せつけ、またどこかに放る。

「ほら、手は解放したぞ。思い知らされたくなかったら今すぐ俺を引っ叩け」

　そう言って解放された私の右手を取り、自らの左頬へと誘導する。

　私は平手を打つ代わりに彼の頬を撫でた。口に出せなかった気持ちを、手のひらにたっぷりと込めて。

　彼は眉間のシワをいっそう深くした。

　ああ、思い詰めたような表情がたまらない。

「……勘違いさせたの、中村の方だからな」

　彼がそう呟き、ふたたび私に体重がかかる。

「んぅっ」

　唇に唇が強く押し当てられ、私は反射的に目を閉じた。キスすら初めての私はどうすればいいかわからず、じっと次の動きを待つ。

　数秒経った頃、彼の唇がゆっくりと離れていった。彼の顔にはまだ迷いが浮かんでいる。

「私のファーストキス、奪いましたね？」

　私の赤い口紅が彼の口にうつってしまっている。私たちがキスをした証拠を見せつけられているようで、いいスーツを見た時なんかよりよっぽど激しく昂った。

「これ以上のものを奪われたくなかったら、ちゃんと拒絶して」

　係長の葛藤を感じる。私を傷つけないよう気を遣ってくれている。

　でも、私は。

「拒絶なんかしません。私、係長に奪われたい」

　自分の口からサラッとこんなセリフが出ていったことに驚いた。さっきは恥ずかしくてなにも言えなかったのに、キスをしたことでタガが外れてしまった。

「初めてなんだろ？　俺でいいの？」

「係長がいいんです。私、係長のことが好――」

　言葉を遮るように唇が重なる。押し付けるだけのキスではなく、唇の感触を味わうような動きのあるキスに、私はまた大人の階段をひとつ上ったような気がした。

「待って、それは俺から言いたい」

　彼はそう囁き、指を絡めた。私の貧相な胸が期待ではち切れそうだ。

「好きだよ」

　ファルセットっぽい高めの声は、まさにWAJIN Kの優しい歌声そのものだった。
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　好きな人に好きだと言われたのは人生で初めてだ。嬉しさが極まって目に涙が浮かぶ。

　まるで自分そのものを認めてもらえたような充足感。そして彼に愛されているという恍惚感。目を見て好きだと言われると、こんなに幸せを感じられるんだ。

「俺たち、両想いだって思っていい？」

　言葉を発するとボロボロ泣いてしまいそうで、代わりに何度も首を縦に振った。

　ぎゅっと手を握り合い、お互いの気持ちを確かめるように唇を重ねる。彼の口の周りはもう真っ赤なのだけれど、その口で私の頬や耳、首、胸元にも唇を落としていく。自分では見えないけれど、口紅で赤くなっているだろう。

「えっろ」

　彼は楽しげにそう言ってまた自分のスマートフォンで私を撮ったあと、ミラーレス一眼でも私を撮った。このカメラで自分を撮ったのはこれが初めてだ。

　彼といると、あらゆる〝初めて〟があたりまえのように終わっていく。

「やだ。こんな姿、撮らないで」

「こんな姿だから撮るんだろ」

　でも壊すといけないからと、彼はいったんベッドを降り私のカメラを向こうのテーブルへと置きにいった。

　こちらに戻りながらベルトを解き、シャツを脱ぐ。彼の上半身が露わになると、そこで初めて自分も裸体を晒すことになるのだと自覚した。

「どうしよう。恥ずかしい。私、こんな時どうしていいかわかりません」

「今日のところは、そのまま恥ずかしがってて」

「私も係長に触れたいのに」

「それはおいおい仕込むから、な？」

「あっ……」

　せっかくクリーニングして持ってきてもらった「モヒート」のスーツが床に落ちている。このままにしておくとシワになってしまいそうだけれど、それに構っていられるほどの余裕は与えられなかった。






　私たちはこの日、この部屋を撮影スタジオとしてではなく、本来の用途で時間いっぱい使った。

「モヒート」のスーツを着ている係長の写真は、結局一枚も撮らなかった。

















５　やましい投稿












　ホテルを出た私たちは、彼のマンションへ移動した。

　事は済ませたけれど、恋愛とはすることをするともっとくっついていたくなるものらしい。ふたりでもっとイチャイチャするために彼の部屋にこもることにしたのだ。

　彼が住んでいるのは会社から徒歩十五分ほどの距離にあるタワーマンションで、係長の部屋は三十五階にある。男性のひとり暮らしにしてはちょっと広い２ＬＤＫで、ひと部屋は防音室にリフォームして副業の仕事部屋として使用しているようだ。

　高層階なだけあって都心の夜景が楽しめる。あそこに見えるのは、我らがＤＴＩの本社ビルだ。

「素敵な部屋ですね。下世話ですけど、さすが売れっ子ミュージシャンだなって思っちゃいました」

　とはいえ、テレビで見るようないかにも金持ちっぽいギラギラした部屋ではない。インテリアはシンプルなもので統一されていて、居心地がいい。おまけにところどころ散らかっているから多少の生活感もあって、安心する。

「デビューの翌年、税金対策も兼ねて買ったんだ。入ってきた印税と貯金をほぼ全額使ってね。絶賛減価償却中だよ」

　税金対策なんて本当にあるんだ。そんな話、テレビでしか聞いたことがない。

「ほぼ全額……！　生活できたんですか？」

「できるさ。だって俺、本業は会社員だし」

「あ、そうでした。うちの係長でした」

　彼の生活を考えてみると、この住まいが少し贅沢だなと思えるくらいで、昼は会社勤め、夜は歌手活動をしているので派手な生活をしているようではない。ＤＴＩでもらえる給料で十分暮らしていけるだろう。このマンションの管理費がいくらか知らないけれど、家賃やローンはないわけだし。

「その頃はたまたま宝くじが当たったようなもんだと思ってたから、リセールバリューの高いこの部屋を買って、しばらく住んだら賃貸に出すつもりだったんだよね。まぁ、結局ずっと住み着いちゃってるけど」

　WAJIN Kのルーツは、実は動画配信サービスだ。大学卒業と同時にバンドも解散になった彼は、ＤＴＩに入社してからも趣味で音楽を続けることにした。しかしＢＳ部の営業マンはとても多忙で、ソロでも対バンライブなどに参加するのは難しかった。そこで始めたのが、好きなタイミングで演奏できる動画配信サービスへの投稿だ。その時に付けた名前がWAJIN Kだった。

　最初は全然人気がなかったそうなのだけれど、二年くらい地味に続けていると登録者数が増えるようになって収益化に成功。しばらくしてレコード会社から声を掛けられるようになり、条件がマッチするところと契約を結んでデビューした。

　デビュー曲『春の雨に打たれて』はそこそこ売れた。でも、次の曲も売れるかはわからなかった。

　宝くじがあたったようなものと思うのも無理はない。音楽をやっている彼自身、デビューしたはいいものの鳴かず飛ばずで、二曲目、三曲目を出せずに辞めてしまったミュージシャンを見てきたはずだ。

　そんな世界でもう五年活躍しているのだから、本当に素晴らしい。心から尊敬する。






　私たちはリビングの大きめなソファーで、宅配で注文した料理をつまみながらゆったりくつろぐことにした。

　キスをするのに邪魔だからと、口紅を塗るのは禁止されてしまった。今の私はただの黒づくめの女である。

「体は平気？」

　この質問をされるのは、もう五回目。

「平気です」

　こう答えるのも五回目になる。

「あとから痛むかもしれないだろ」

　彼は心底心配そうに私の頬を撫で、キスをして、抱き寄せる。ホテルで少し出血が見られたから、過剰に心配しているのだ。

　これは現実なのだろうか。心も体もふわふわしていて、もしかしたらすべて夢なのではないだろうかと疑ってしまう。

　だって「初めては痛いだけ」と聞いていたのに痛みなんてほとんど感じられなかったし、我を忘れるくらいに気持ちよかった。それに、事後は男性が冷たくなる「賢者タイム」なるものがあるとも聞いていたけれど、係長は事後も甘々で優しかったし、その優しさが数時間経った今でも続いている。

　これが夢でなければ、聞いていた噂はいったいなんなのだ。

「係長」

「ん？」

「これは夢ですかね？」

　そもそも私が係長を好きになったら係長も私を好きだったなんて、そんな虫のいい話があるわけがないのでは。

「疑り深いな」

「だって、うまくいきすぎてるから。好きだと自覚して、わりとすぐにこうなったし」

「大人の恋愛ってこんなもんだろ？　俺もそんなに経験してきたわけじゃないから、知らんけど」

　そう言って触れるだけのキスをした彼は、満足そうに微笑む。仕事中には見せない表情に、私の胸はずっとキュンキュンしている。

「あの、こんなことを聞いてはいけないかもしれないんですけど……私のどこがよかったんでしょうか」

　特に特徴のない地味な顔だし、男性並みに背が高い痩せっぽちの貧乳だ。さっきだって、上の服を脱ぐのは本当に恥ずかしかった。

　かわいいし綺麗だって、言ってくれたけど……って、思い出したら顔が熱くなってきた。

「うーん。本当のことを言うと、中村のこと、ずっと苦手だったんだ」

「えっ」

　甘い綿菓子にくるまっているような幸福感を味わっていた私は、滝に打たれたようにショックを受ける。私は恋愛感情を抱く前も、いい上司として慕っていたのに。

「ごめんごめん。嫌いだったわけじゃないよ。あんまり感情を顔や態度に出さないから、なに考えてるかわかんなくて、どう扱えばいいかわからなかった。入社当初から仕事できて、あんまり教えることもなかったし」

「ごめんなさい……私、感情を表現するの、苦手なんです」

「でも正体がバレたことがきっかけで、中村の好きなものとか、過去のこととか、家族との関係とか、いろいろわかって。会社では見られない豊かな表情が、すごく綺麗でかわいくて。最初は仕事中とプライベートのギャップが珍しくて気になるだけかなって思ってたけど、一緒にいると楽しいし、もっと一緒にいたいし、会社にいても構いたくて仕方なくなって。ああ、中村のこと好きだなぁって、はっきりと思うようになった。だからどこがいいかって言われたら、うーん、全部？　俺、中村のこと相当好きみたい」

　男の人にそんな風に言われたことがなかった私は、照れに照れた。自分から知りたがっておいてカッコ悪いけれど、恥ずかしくなってしまって手で顔を覆った。

「ありがとうございます……」

「照れてる顔、かわいい。隠すなよ」

「見ないでください」

「見るよ。かわいいもん」

　この圧倒的に幸福な時間を〝イチャイチャ〟なんて陳腐な言葉でしか表現できない自分の語彙力が悔やまれる。もっと美しい表現ができたらいいのに。

「ねぇ、今夜このままうちに泊まっていかない？」

「いいんですか？」

「あとでゆっくり、俺のどこがよかったのかも教えてよ」

　恋心に発展したきっかけは、最初の撮影の時にドキドキさせられたことだと思う。撮れた写真がその時のドキドキを鮮明に思い出させて、彼をただの上司ではなく、魅力的な男性として強く意識するようになった。

　背が高いところも、喉仏が張っている首も、もちろん顔もすごく好きだ。言葉遣いが優しいところも、仕事ができるところも、大きな秘密を持っているところも、全部素敵だと思っている。私も彼のことが相当好きなのだ。

　この気持ちをちゃんと伝えられるだろうか。好きだと言ってもらえてすごく嬉しかったから、私も彼に喜んでもらいたい。

　私はそう思いながら、好きな人に甘える幸福を存分に堪能した。






　週明け、月曜日。

　私は出社するなり白石さんと樺島さんに捕まり、フロアのミーティングルームに連行された。金曜日の合コンのことでなにかあったのだろうかとのん気に構えていたのだけれど、ふたりはやけに深刻な顔をしていた。

「ふたりとも、どうしたんです？」

「どうしたもこうしたもないですよ！」

「とにかくやよいちゃん、これ見て」

　樺島さんが手持ちのタブレットの画面を指さす。そこには見覚えのある色味が映し出されていて、私は条件反射的に恐怖を感じ、自分を守るように両腕をさすった。

　見覚えがあったのは、表示されているのが「WAJIN Kの正体を探るスレ」だったからだ。彼の正体を知らないはずのふたりが血相を変えて私のところにこの掲示板を見せにきたという時点で嫌な予感しかしなかったのだけれど、書き込みの内容を読んだ私は全身の血が引いていくのを感じた。
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WAJIN KはＤＴＩ社員

最近はモデル系美女とラブホテルに入るのがお好きみたい








　書き込みには三枚の画像が添えてあった。

　一枚目はＤＴＩ本社へ向かって歩いている男声の後ろ姿。

　二枚目はその男性と思しき人がやけにリゾート感のあるラブホテルから女性と一緒に出るところ。

　三枚目は同じ女性とまた別のラブホテルから出るところ。

　一枚目の後ろ姿はわりと近距離で撮影されている。出勤ラッシュの人混みに紛れて撮ったのだろう。二枚目と三枚目は近くの建物から狙って撮ったものだと思われる。

　正面から撮っている写真は、顔がボカしてある。けれど、女性の方はさておき、彼を知る近しい人間であれば写真に写っている男性が宮崎和仁であることはすぐにわかる。

　私たちは盗撮されていた。一度目のホテルでも、おとといのホテルでも。

　それを認識した瞬間、私は自分の腕をギュッと握って短く悲鳴を上げた。

　土曜日の夜にこれが書き込まれて以来、スレッドは「ガセだ」派と「ガチだ」派が言い争って荒れている。添付された私たちの画像はＴｗｉｔｔｅｒやＩｎｓｔａｇｒａｍなどのＳＮＳにも拡散され、まとめサイトなるものまでできており、真実かどうかの審議が盛り上がっている。

　これは通称〝炎上〟と呼ばれる状況だ。

　いったい誰がこんな投稿をしたのだろう。

　彼を貶めたいアンチ？　これをネタに記事を売りたい悪質な芸能記者？　それとも、彼に女がいることを好まない熱烈なファン？　それとも……。

　いずれにしろ、私が写っている写真はWAJIN Kの正体を知っているうえに彼をストーキングでもしない限り撮れるはずがない。

「ＭＶで見るWAJIN Kと体型が同じ。俺は信じるぞ」

「背格好が似ているＤＴＩ社員を見繕っただけだろ」

「モデル系美女を連れている時点でWAJIN K確定。一般人には無理」

「ＤＴＩのエリートならモデルも口説けそう」

　今のところ〝信憑性は低い〟という方が優勢ではあるようだ。特にネットニュースにもなっていない。

　興味のある人の間でプチ炎上しているとはいえ、世間を騒がせることはないだろう。

　けれど厄介なのは、WAJIN KがＤＴＩ社員、宮崎和仁であることは事実であり、写真に写っている男性が彼本人であるということだ。

　白石さんと樺島さんが知っているくらいだから、すでに多くの社員に知られていると考えて間違いない。当然これからＤＴＩ社内がざわつくことになる。

「これって、係長と中村さんですよね？」

「宮崎さんって、WAJIN Kなの？」

　彼女たちの問いに、私はどう答えていいかわからない。どちらも答えはイエスだ。だけど馬鹿正直にそう答えてしまったら、私が彼の正体をバラしてしまうことになる。

　私はとっさに判断することができず、黙ってしまった。ここで即座に「知らない」と回答できないことが肯定の意味になると気づいたのは、ふたりの表情がより神妙になるのを見たからだ。

「中村さん、係長と付き合ってるんですか？」

　白石さんが質問を変える。この質問も答えていいものか迷ったけれど、彼を〝付き合ってもいない部下をホテルに連れ込む不誠実な男〟にしたくなくて、私は素直に頷いた。

「はい。といっても、おとといからですけど」

「おととい？　土曜日ってこと？」

「はい。だから合コン時点ではフリーでしたよ」

「そんなことはどうだっていいのよ」

　白石さんと樺島さんは待つように私を見つめる。係長についてより詳しく聞きたいけれど、どこまで首を突っ込んでいいかわからない……というところか。

　私だって、日頃からよくしてくれるふたりに本当のことを話したい気持ちはある。でも、彼の秘密について私の判断で語ることはできない。

「お願いします。今はそれ以上なにも聞かないでください。私も撮られたことに混乱していて。どうしていいかわからないんです」

　私のせいで彼女たちに書き込みが真実であることを悟られてしまった。彼に申し訳なくて仕方がない。

　誰にも言わないと約束して写真を撮らせてもらったのに、不可抗力とはいえ、私は約束を破ってしまったのだ。

「やよいちゃん、そんな顔しないで。私たちはただ、やよいちゃんと宮崎さんを心配してるだけだから」

「そうですよ。ふたりの秘密を広めたりはしません」

「ありがとうございます」

　写真の女性が私であると気づく社員は、たぶんあの合コンにいたメンバーだけだ。彼らから係長のことについて追及されてしまったら、私はまた彼の正体をバラしてしまいかねない。

　このことについて一刻も早く話し合いたいのに、この日係長は始業時間になっても総務課のオフィスに現れなかった。社内イントラと管理システムにはログインしているようで、今日はリモートで勤務する旨と簡単な業務指示が来ている。

【掲示板の書き込みのことを知りました。大丈夫ですか？】

　始業前に送ったメッセージの返事が来たのは、昼休みになってからだった。

【人事に呼ばれて話し合ってる。俺は大丈夫だから、いつも通りにしてて】

　いつも通りになんて、できるわけがないのに。

　私は気が気でなくて、昼食を食べる気にもならなかった。






　この日の私は本当に最悪だった。

　係長がいないから私がしっかりしなきゃいけないのに、仕事に集中できずなかなか進まないのにミスを連発。

「中村さん、在庫と数が合わないんですけど、納品数合ってます？」

「すみません、私の入力ミスです」

　在庫管理システムの入力をミスして、白石さんの手を煩わせてしまった。

「やよいちゃん、十四時に大会議室にお願いしておいたお茶はまだかな？」

「えっ、もうこんな時間？　すみません、すぐに持っていきます」

　自分の入力ミスを見直している間に時間が過ぎ、催事係の樺島さんに頼まれていた飲み物の配達の時間を忘れてしまった。

『お世話になっております。ホワイトボードの赤ペン、百箱ほどご注文いただいておりますが、お間違いないですか？　いつもは五箱くらいですよね？』

「申し訳ありません。こちらの発注ミスです」

　このミスには、さすがに鳥肌が立った。

　お世話になっているオフィス用品業者が気づいて連絡をくれたから自分のミスに気づいたものの、連絡をもらえなければきっと気づかなかった。いずれ使う消耗品とはいえ、備品にも予算がある。ミス発注なんかに使えない。

　一日でこんなにミスをしたのは社会人になって初めてかもしれない。仕事が速くてミスが少ないのが私の取り柄だと思っていたのに。

「はあぁぁ……」

　心配事があるとはいえ情けない。自分がこんなに打たれ弱いとは思わなかった。






　いつもは残業なんてほとんどしないのだけれど、自分のミスのカバーと係長に頼まれた仕事をこなすために一時間ほど残業をした。社内システムの勤怠管理画面で「退勤」のボタンを押した瞬間、なんともいえない不快な疲労感に襲われる。

　ちょっとリフレッシュしてから帰ろう。

　そう思ってフロアのラウンジへ。最近導入された豆を挽くところから淹れてくれるコーヒー自販機でカフェオレを買って、香りを楽しみながら窓際のカウンター席に座る。午後六時を過ぎているため外はもう暗い。

「中村さん！　ここにいたんだ」

　聞き覚えのある声に呼ばれ、振り向いた。太田さんだった。

「どうされました？　必要なものでもありましたか？」

「そうじゃなくて、〝例の件〟で」

　心がズンと重くなる。彼も書き込みのことを知り、写真に写っているのが係長と私であることに気づいたようだ。

　いつか追及されるかもしれないとは思っていたけれど、さっそくその時が来てしまった。まだ係長となにも話し合えていないのに、どうしよう。

　とにかく、ここはいつ誰が来てもおかしくない。場所を変えなければ。

「ここでその話はちょっと。場所を変えませんか」

　私がそう言うと、彼は「そうだね」と頷き、ＮＢ部のミーティングルームを取った。

　ＮＢ部のミーティングルームには久しぶりに入った。ＤＴＩ本社はフロアによってミーティングルームの間取りや雰囲気が微妙に違う。備品管理係はあらゆるフロアのミーティングルームに出入りするのだけれど、ＮＢ部のようなエリート部署ほど使用感がある。また、我々のフロアよりも高層階にあるので、窓から見える景色がいい。

「座って」

　太田さんに促されるまま席に着き、持ってきたコーヒーをデスクに置いた。

　定時は過ぎているが、ＮＢ部には残業している人が多い。ミーティングルームは簡易防音されているけれど、扉は一部ガラスなので人の行き来が見えて落ち着かない。

　太田さんは私の向かいの席に座り、まじめな顔で告げた。

「俺、WAJIN Kが宮崎さんだって、前から気づいてたんだ」

「え……そうなんですか？」

「ほら、金曜にバーで話したでしょ？　学生時代の宮崎さんを知ってるって。合同でライブをやったこともあるから、歌声とか曲の特徴とか、覚えてて。当時一緒にイベントとかライブをやっていたメンバーは、なんとなくWAJIN Kの正体に気づいてるんじゃないかな」

　彼の話に、私の「WAJIN Kの正体に気づいた」という自尊心が萎んだ。

　私だけが気づいたつもりでいた。けれど、私なんかより前から気づいていた人もいたんだ。

「それで、今朝社内で人が話してるのを聞いて、書き込みと画像を見た。宮崎さんと一緒に写ってる女性、中村さんだよね？」

　彼はWAJIN Kの正体を知っていて、かつ私のプライベートの姿も知っている。否定しても仕方がない。私は、こくりと頷いた。

「はい」

「やっぱり。金曜の合コンで私服の中村さんを見ていなかったら、全然気づかなかったよ」

「……そう、ですよね」

　合コンになんか行かなければよかったのかもしれない。いや、おしゃれして参加しようなんて考えず、〝地味な事務員〟のまま参加すればよかった。そうすればこの件について私に追及が来ることはなかっただろう。今よりは穏やかな気分でいられたはずだ。

　これから太田さんになにを言われるのだろう。なにを尋ねられるのだろう。

　私の不安が組んだ両手を握る力に表れる。そんな私を見て、彼は眉を寄せ悲しげな微笑みを浮かべた。

「中村さん、大丈夫？　宮崎さんのことを心配しすぎて苦しんでない？」

　私自身への気遣いの言葉に、朝からずっと張り詰めていた心が大きく震えた。しんどいところに優しい言葉をかけられて、不本意にも涙腺が緩む。

「……っ、私っ……」

　ダメだ。喋ったら涙が出る。

「写真を見る限り、付き合ってるんだよね。宮崎さんと」

「……はい。合コンの時点では、フリーだったんですけど」

「あはは、中村さんは律儀だね。そういう性格だから、なおのこと心配だよ」

　ポロ、ポロ、と自分の目から大粒の涙が溢れていく。無様な泣き顔を見せてしまって申し訳ない。だけど、太田さんの優しい言葉がありがたくて、涙をこらえられなかった。

「泣いてしまってごめんなさい。私、今朝書き込みのことを知ってから、ずっと生きた心地がしなくて。食事も喉を通らなくて。ひと時も気が休まらなくて……」

　係長には会えないし、ミスはするし、不安は増すばかり。人と目が合うたびにWAJIN Kについて追及されるのではないかとビクビクしていた。私のせいで彼が築き上げてきたキャリアに傷を付けてしまうかもしれなくて、深く息を吸うこともできなかった。

「無理もないよ。宮崎さんは？　システムではリモート出勤になってたけど」

「うちの人事や関係者と話し合ってるって言ってました」

「人事は宮崎さんの音楽活動を知ってたんだ？」

「そう聞いています。ＤＴＩでは会社に申告すれば業務に差し支えのない副業は認められていますから。でも、彼がWAJIN Kであることを知っているのはごく一部の人だけです」

　会社も一緒になって守ってくれていた彼の大切な秘密を、自分の欲のために利用した自分がとんでもない大悪党に思えて仕方がない。

　私がラブホテルで撮影なんかしなければ、二枚目と三枚目の写真――女とホテルを利用している写真なんか撮られることはなかった。そんな写真が撮れなければ、投稿した人も「ただの後ろ姿ではおもしろみがない」と思って書き込みをしなかったかもしれない。WAJIN Kのクリーンなイメージに水を差すこともなかった。

「そう。じゃあきっと、会社がうまいことやってくれるよ。なんてったってうちは、泣く子も黙る大企業、ＤＴＩだからね」

　太田さんは笑顔を作り大げさに身振り手振りして、たくさん励ましの言葉をくれる。張りつめていた私の心は、少しだけ軽くなった。

「そうですよね！　ありがとうございます。元気出ました」

「どういたしまして」

　係長がWAJIN Kであるという大きな秘密は、私の痩せた体で抱えるには重すぎたのかもしれない。太田さんといういい味方がいてくれてよかった。

　私は彼に心から感謝し、ミーティングルームを出た。

　心強い味方ができて気が楽になったからか、私のおなかがようやく空腹を主張しはじめる。

　私はこの日、久しぶりに社食で夕飯を食べて帰宅したのだった。






　その直後、「WAJIN Kの正体を探るスレ」に新たな展開が。
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552だけどみんなが信じてくれないから証拠age








　この書き込みには編集・変声加工された音声データが添付されていた。






『――××さんは？　システムではリモート出勤になってたけど』

『うちの人事や関係者と話し合ってるって言ってました』

『人事は宮崎さんの音楽活動を知ってたんだ？』

『そう聞いています。ＤＴＩでは会社に申告すれば業務に差し支えのない副業は認められていますから。でも、彼がWAJIN Kであることを知っているのはごく一部の人だけです』

『そう。じゃあきっと、会社がうまいことやってくれるよ。なんてったってうちは、泣く子も黙る大企業、ＤＴＩだからね』

『そうですよね！　ありがとうございます。元気出ました』






　私は絶望に打ちひしがれ、めまいに耐えながら這うようにトイレへと駆け込む。

　社食で美味しくいただいたハンバーグプレートは、ほとんど私の血にも肉にもなることなく出ていってしまった。






【謝らなければならないことがあります】

　吐き気が落ち着いたところで、私は係長にメッセージを送った。

　個人名の部分は音消ししてあるし声も変えられている。だけど、この音声は間違いなく私と太田さんの会話を録音したものだ。掲示板にアップしたのは太田さんと見て間違いないだろう。おそらく、画像を投稿したのも。

　太田さんがWAJIN Kの正体を知っていることに仲間意識を抱き、まったく疑うことなくベラベラ係長のことを話してしまった自分をボコボコにぶん殴りたい。今思えば、さっきの会話は私の口からWAJIN KがＤＴＩの社員であることが出るように、うまく誘導されていた。

　今日一日、あんなに神経質に警戒していたのに、どうしてあんなにも簡単に引っかかってしまったのだろう。自分が情けなさすぎて消えてしまいたい。

　私は係長にとって疫病神だ。せっかく恋人になれたのに、トラブルばかり呼び込んで彼を煩わせている。

　なにが彼女だ。なにが恋人だ。こんな女。誰が好きでいられるというの。

　この音声のことを話したら、係長はきっとすごく怒るだろう。どんなに謝っても許してもらえないかもしれない。恋人という関係だって解消されてしまうに違いない。

　彼の怒った顔や声、そして別れの言葉を想像しただけで胸が強烈に苦しくなる。

　――ヴーーー　ヴーーー

　枕元に置いていたスマートフォンが震えはじめた。ディスプレイには【着信　宮崎和仁】と表示されている。

　好きな人の名前は、字面だけでも愛しい。けれどこれから起こることを想像すると、応答するのが億劫だ。それでも出ないわけにはいかない。

　私は体を起こし、深呼吸して通話ボタンをタップした。

「はい。中村です」

『あ、俺だけど。なにがあった？』

　話すのが怖い。でも、彼のためにちゃんと話さなきゃ。

「実は……」

　私は太田さんのことや音声のことを洗いざらい話した。せめてわかりやすく話したいと思っていたのに、途中で泣いてしまって、ぐだぐだとしか話せなかった。

　係長は『うん、うん』と辛抱強く聞いてくれた。でも、音声が投稿されてしまったことを伝えると『マジか』と深くため息をついた。

「私のせいで迷惑をかけてごめんなさい。あっさり騙されるような女でごめんなさい」

『弥与依はなにも悪くないよ。俺こそ、面倒な男でごめん。彼女が泣いてるのに、駆けつけることもできない男で申し訳ない』

　電話だから彼には見えないけれど、私は首を何度も横に振る。

　私のことを〝弥与依〟と名前で呼んでくれるようになったのは昨日のこと。あんなに幸せだったのに、ここ二十四時間の感情の高低差がありすぎてクラクラする。

「係長はこれから、どうなるんですか？」

『まだ会社とも音楽関係の各所とも話し合ってる最中』

「そうですか」

『音楽活動はどうにでもなるんだけど、会社の方は騒ぎの大きさ次第。経過を見ようってことで、落ち着くまではリモート勤務。備管のみんなには迷惑かけるけど、よろしく頼むよ』

「迷惑だなんて……全然」

　電話の奥から『宮崎さーん』と彼を呼ぶ声がした。

『じゃあ俺、戻るわ』

「はい。電話くれて、ありがとうございました」

『うん。こちらこそ、書き込みのこと教えてくれてありがとう。また電話するよ』

　通話が切れ、部屋に静寂が戻った。私は胸に湧き上がった愛しさを、スマートフォンを抱きしめることで噛みしめる。

　彼の声を聞いていた右耳に、まだ少し幸福感が残っていた。






　翌朝、出勤するなり大嫌いな秘書課の女のひとりに声をかけられた。

「ねぇ、宮崎係長がWAJIN Kだって知ってた？」

　黙ってしまうのは肯定になると昨日学んだ。同じ失敗は繰り返さない。私は得意の無表情で即答する。

「知りません。そうなんですか？」

「社内でめっちゃ噂になってるよ～。なんか、ネットでバラされたみたい」

　やっぱり噂が広がってるんだ……。騒ぎの大きさ次第で係長の処遇が決まるようだけれど、悪い結果になりそうで怖い。

　彼の大切な秘密をこの女のような口の軽い社員がバラして回っているのだと思ったら腹立たしくて悔しい。この調子だと、今日明日中にはＤＴＩ本社のほぼ全員が噂を知ることになるだろう。

　少しでも抑止力になればと、私は毅然とした態度で知らないふりを続ける。

「にわかには信じられませんね」

「本当だってば。証拠の音声？　みたいなのもあるらしいし」

　音声と聞いて胸がズンと重くなった。

　これが自分の罪の重さだ。耐えられなくてどうする。

　私は息を吐き、腹に力を込めて背筋を伸ばした。ヒールのパンプスを履いている彼女より、私はまた少し大きくなる。

「それで、直属の部下である私にそれを知らせてどうしたいんですか？」

　不機嫌を隠さず、責めるように問う。さしづめ私からなにか情報を仕入れて、秘書仲間と噂話のネタにでもしようと思っていたのだろう。彼をなんだと思っているの。

「べ、別に、知ってるのかな～って思って話しただけだよ」

　彼女はヘラヘラ笑っているけれど、私の態度が変わったことは察したようだ。「それじゃ」と言って、そそくさと去っていった。

　WAJIN Kをひと目見ようと、あるいはお近づきになろうと、大した用もないのに備管を訪れる人間が増えるに違いない。そのたびに「私は知りません」「係長はリモート勤務中です」「ご用がなければお引き取りください」と強い気持ちで突っぱねることになるだろう。

　億劫だけれど、私が係長のためにできることはそれしかない。噂が落ち着いて彼が戻ってきた時にできるだけ今まで通りに働いてもらえるよう、私が環境を整えるんだ。






　そう意気込んで仕事に勤しんでいた矢先。

　総務部長より、係長が十一月いっぱいで退職する旨が通達された。

　退職理由は「一身上の都合」となっていることに、私は納得がいかなかった。

















６　やましい個室












「WAJIN Kが正体を隠して活動していることは周知の事実なのに、インターネットの掲示板に正体をバラすようなことをするのは法的にアウトなのでは？」

　具体的な個人情報を書き込まれたわけではないし、正体がバレたといっても〝社内で噂になっている〟というくらいで実害がない。音楽活動に特に支障もないので、法的にアウトというほどではない。

「でも、係長は書き込みのせいで会社を退職せざるを得なくなりました。その分の収入がなくなるのだから、損害賠償や慰謝料を請求できるのでは？」

　損害賠償を請求する権利はあるかもしれないけれど、請求するためには損害を受けた証拠や相手の特定が必要。今すぐに掲示板の管理者や通信業者に情報開示を請求しても、投稿元を特定するまでには一年くらい時間がかかるし、費用も多くかかる。訴訟を起こせば勝てるだろうけれど、受けた損害と訴訟にかかる労力、そして見込まれる賠償額を天秤にかけると、あまりメリットがない。






　私の問いに対する回答は実に現実的だったけれど、私は「そうですよね」とは思えなかった。かたや係長は「いつかはこういうことが起きるだろうなと思ってたんだ」と冷静で、もう終わったことのように話す。

　私は、このまま泣き寝入りなんて納得できない。

『俺のために怒ってくれてありがとう。でも大丈夫だから』

　ビデオ通話の画面越しに会う彼は、ポジティブな言葉とは裏腹に疲れた顔をしていた。

　私が気にしないよう、きついのに無理をしているような気がして、上手に笑えない。






　あれからすぐに月が変わり、十一月を迎えている。

　この数日の間に会社では予想通りのことがいろいろとあった。大した用事のない社員がやたらと総務課のオフィスにやって来たり、私や白石さんなど備管スタッフに探りを入れてきたり。

　そのたびに私が追い払うようにしているのだけれど、白石さんは配達先の各部署で係長のことを聞かれるようで、毎日うんざりしている。

「すみません。白石さんにばかり負担をかけてますよね」

「中村さんが悪いわけじゃないんだから、気にしないでください」

　そうとは言ってくれているが、この騒動の一端は自分のせいなので申し訳ない。

「早く落ち着けばいいんですが……」

　人の噂も七十五日とは言うが、二ヶ月半か。長い。

「そんなことより、係長は大丈夫なんですか？」

「大丈夫だと、言ってはいます」

　係長とは、もう何日も会えていない。最後に会ったのは、初めて肌を重ねてお泊まりをした日。つまり、お付き合いを始めた翌日だ。以来、一日に数分ビデオ通話ができればいい方、という状況である。

　新曲の制作やインターネットライブの準備のため、しばらくふたりで会う時間が取れないことは当初から承知していた。会社で毎日会えると思っていたから、特に気にしてはいなかった。

　けれどこういう事態になって、彼は会社に来られなくなってしまった。退職までまだしばらくあるけれど、私たちに必要な指示を出す以外はリモートワークさえ休んで有休消化をしている。

「会いたい」なんて私が言っていいのだろうか。私のために時間を取らせるのは気が引ける。

　実は、彼のライブのチケットをこっそり購入している。よりよい音と画面で楽しむために、高音質なヘッドホンとパソコンの画面をテレビに映すためのケーブルも入手した。

　少し前まで彼の上等なスリーピーススーツにしか興味がなかったのに、今ではすっかりワジナーだ。

　私、彼を困らせてばかりなのに、本当に彼女でいいのかな。ファンとしての方がよっぽど彼の役に立てるのでは。

　そんな思いが、もうずっと心の中にある。

　彼を好きだと思うほど、自分が引き起こしてしまったことへの罪悪感に苛まれて苦しくなる。

　なにか彼の役に立ちたい。彼女として胸を張れるものが欲しい。彼の部下としての自分には自信があったのだけれど、もうすぐ部下ではなくなってしまう。

　会いたいのに会えなくて、恋人としての自信も芽生えず、自分の価値を見出せない。

　こんな時、いったいどうしたらいいのだろう。この年まで恋愛をしてこなかった私には、恋人の守り方も、寂しさのしのぎ方も、苦しい時期の乗り越え方もわからない。

　考えはじめるとどんどんネガティブになっていく私に、白石さんは明るい声を出す。

「中村さん！　つらい時は、多少怠けたっていいんです！」

「え？」

「そりゃあ仕事はしなければいけないですけど、中村さんはいつも完璧以上にこなしてるんですから、こんな時くらい無理せずリフレッシュしてください」

「そんな、無理だなんて……」

　していないとは言えないけれど、係長の後任が配属されるまで備品管理係の係長代理は私なのだから、今ここで私が怠けてはいけないという意識は強かったと思う。それを見透かされたようで、ちょっとドキッとした。

「なにか私にできることがあれば言ってくださいね。仕事ではできることが限られていますけど、愚痴を聞くとか、寂しさを紛らわせるために一緒に遊びに行くとかなら、いくらでもお付き合いできますから！」

　心配してくれて、私のためになにかをしてくれようとする人がいる。

　係長のことで落ち込んでばかりいたけれど、私は自分が思っているより幸せ者であることを思い出せた。

「ありがとうございます。それは今度、ぜひ」

「約束ですよ！」






　WAJIN Kのインターネットライブは、カウントダウンからワクワクさせるような仕組みがふんだんに盛り込まれていた。

　ライブのタイトルが「wonderワンダー landランド」つまり不思議の国ということもあって、全体的に『不思議の国のアリス』をモチーフにした演出が施されている。WAJIN K本人も白ウサギの着ぐるみの頭部をすっぽりと被っていて、スーツはいつもより派手な赤と黒のチェック柄のスリーピースだ。

　茶色のストラトキャスターを軽快に鳴らし、スタンドマイクに向かって歌う。白ウサギの被り物は口のあたりが開いていて、声をマイクに通せる作りになっているようだ。

　音楽に合わせて照明やカメラのアングルが次々と変わる。ギターを弾く手元やウサギの顔を中心にアップショットやディテールショットが続いたところで、パッとフルショットに切り替わった。そして曲が最も盛り上がるサビのところで、ステージいっぱいに不思議の国のアリスのキャラクターが現れ、踊りだす。

　インターネットで配信するライブだからこそできるファンタジックなＡＲの演出に、思わず「わぁ……！」と感嘆の声が漏れる。

　そういえば係長、「タイミングを合わせるのが大変で……」とか言ってたっけ。きっとこの演出のことだ。私たち視聴者を楽しませようと、たくさんのスタッフと一緒に何度も何度も合わせる練習をしたのだろう。それが成功して嬉しい。

　演奏も演出も全部が素晴らしくて、私は画面を見つめながらボロボロ涙を流した。

　こんなにも人を感動させることができる彼は、今後ますますビッグになって、どんどん活躍の幅を広げ輝くだろう。

　そんな彼の恋人が、私なんかでいいはずがない。

　彼には、才能溢れるアーティストとか、とびきり美しい女優とか、力になってくれるお金持ちとか、そういう人たちとの出会いがたくさんあるだろう。そしてそういう人たちこそ釣り合う人だ。

　悲劇のヒロインぶりたくないので本当のことを言うと、彼の望んでいた「会社員とアーティストの両立」というライフスタイルを壊してしまった罪悪感を抱えながらお付き合いを続けるのは正直しんどい。

　贅沢を言うようだが、私は〝芸能人と一般人〟という少女漫画のような恋愛がしたかったわけではない。普通の人と普通の恋愛がしたかった。

　ライブの途中ではあるけれど、私はスマートフォンを手に取り、メッセージを打つ。

【私たちの間に起きたことは、すべてなかったことにしましょう。これからのご活躍を、陰ながら応援しています】

　紙飛行機のマークをタップすると、ポンと画面に反映され時刻が付いた。

　彼は今まさにライブの最中。もうあと一時間ほどはチェックできないはずだ。

　返信を見るのが怖いので、彼のトークの通知をオフにして、スマートフォン自体もサイレントモードに設定した。確認する覚悟ができるまでは、返信を見ないことにする。

　画面の向こうにいる素敵な男性を、これからもずっと応援しよう。彼と恋人でなくなってしまったとしても、ファンとして支え続けよう。

　私はそう決心して涙を拭い、画面に映る彼の姿を目と胸に焼きつけることに集中した。






　WAJIN Kのライブは感動的にフィナーレを迎えた。

　音楽が終わるのと同時にWAJIN Kが忽然と姿を消し、花びらや羽、キラキラしたなにかが弾けて余韻を残すように舞う。次第に画面は白く明転し、配信が終了した。

　素晴らしいライブだった。感動した。これまではシングルの中でも売れたものしか聞いてこなかったのだけれど、今すぐアルバムを含めた全楽曲をダウンロードすることを決めた。

　しばらくライブ後の余韻に浸った私は、落ち着いたところでテレビに繋いだままのパソコンに向かう。開いたのは、ホテルで撮った写真を保管しているデータフォルダだ。

　なかったことにするんだ。

　私は息を深く吸って、トラックパッドを二本指でタップ。

【フォルダ内のデータをすべて削除しますか？】

　指が震える。でも、これがある限りなかったことになんてできない。

　私は太く短く息を吐き、力強く【はい】をタップ。

　間もなく【ファイルを完全に削除しました】と表示された。






　私には、どうしても決着をつけねばならないことがある。

　そのためにはまず、相手に会う必要がある。この日の終業後、私はＮＢ部のラウンジで待ち伏せをすることにした。

　目当ての人物が現れたのは、総合職社員の定時が少し過ぎた、午後六時頃だった。

「太田さん、少々お時間を頂けませんか」

　彼は私を見るなり、ばつの悪さと嘲りの混じった嫌な笑顔を見せた。

「なに？　文句でも言いに来たの？」

「いいえ。ただ、理由を聞かせていただけないかと思って」

　他にも社員が行き来しているこの場所で具体的なワードを出すわけにはいかない。

　私は地味で無愛想なモブ女。かたや太田さんはまあまあのエリート部署で、イケメン風の営業マン。〝風〟と付けるのは、決して彼をイケメンとは認めていないからだ。

　私たちがこんな様子で対峙すれば、周囲には私が太田さんに振られてみっともなくすがっているように見えるだろう。でも、そんなことに構っていられない。

「聞かせてって、どこで？」

　ミーティングルームでと言いたいところだけれど、会社でこの話はしたくない。

「個室のお店を押さえます。もちろん、私のおごりです」

「嫌だと言ったら？」

「この場であることないこと言いふらします。たとえば、あなたが私を散々弄んだあげく、ゴミのように捨てた、とか」

　私は腕を組み、彼を見下ろすようにして圧をかけた。彼は私より少しだけ身長が低い。

　このフロアの社員が通りかかり、私たちを好奇の目で見ている。太田さんは舌打ちをして、あきらめたようにため息をついた。

「わかったよ。ただし、条件がある」

　太田さんが提示した条件は、私が合コンの時のように、プライベート用のヘアメイクをすることだった。

「そんなことでいいんですか？」と尋ねると「地味なブスとデートしてるって思われたくないだけ」と返ってきたので、私はこの男を一生許さないと決めた。

　個人的な感情は置いておいて、とりあえずリクエスト通りにアイメイクを施し、赤い口紅をしっかりと塗る。飾り付きのバナナクリップでひとつにまとめていた髪を解き毛流れを整えれば、プライベート版の私の完成だ。

　服はいつもの可もなく不可もないオフィスカジュアルだけれど、服は変えられない。






　仕上がった私を見て満足そうに「ふん」と口角を上げた太田さんを連れ、会社から近い飲食店に入った。

　デートで使うような落ち着いた雰囲気の鉄板焼き店だ。オープンキッチンのピカピカな鉄板で厚い肉が焼かれているのが見える。

　あらかじめ予約をしていた個室に案内してもらい、とりあえず飲み物と、注文が面倒なのでコース料理を頼んだ。

「さっそくですが、太田さん。先日の私たちの会話を録音・編集して、掲示板に投稿した理由を聞かせてもらえますか」

　太田さんは私をからかうように片眉を上げ、いったんビールを口に入れた。

　この個室は比較的低い位置に照明があって、周囲は暗く、テーブルの上の料理や自分たちが明るく照らされる。テーブルの向かいに座っているのが好きな人なら輝いて見えるのだろうけれど、憎い相手だと嫌なところが際立って見えて不快だ。

「最初の投稿に信憑性を持たせるため、かな」

「最初の投稿とは？」

「〝WAJIN KはＤＴＩ社員〟ってやつ」

　やっぱりあれも太田さんだったんだ。だとしたら、気になることがある。

「その書き込みには画像も添付されてましたよね。どうやって撮ったんですか？」

「どうって、コレで撮っただけだけど？」

　彼は胸ポケットからレンズが三つついているスマートフォンを取り出し私に見せつける。最近のスマホカメラは望遠の機能もかなり優秀だから、あの程度の写真ならこれで十分に撮れるだろう。

　……なんて、そういう意味で聞いたわけではないことはわかっているくせに。

　彼がわざととぼけているのがわかって、ついイラッとしてしまう。

　相手のペースに乗せられてはいけない。私は全身から力を抜き、冷静に追及する。

「会社の前で撮った写真はともかく、ホテルの写真は私たちを尾行でもしない限り撮れないはずなんですよ」

　待ち合わせの日時は私が一方的にメッセージアプリで送った。もちろん、係長のプライベートアカウントにだ。係長が彼に伝達したとは考えにくいので、彼は係長を自宅から尾行していたのだろうと推測できる。

　自宅を知っていることについては疑問に思わない。そうまでしてホテルの写真を撮影できる男だ。係長の自宅マンションを突き止めるのなんて簡単だったはず。

「太田さん、日常的に係長をストーキングしてますね？」

「くっ……くっくっくっ……」

　太田さんが喉を鳴らして笑いはじめた。私は内心たじろいだけれど、得意のポーカーフェイスをキープする。

「日常的にって、俺そんなに暇じゃないよ。週末だけ、たま～に見に行くくらいで」

　たまにで二回ともの写真を撮れたというのか。信じられない。まぁ、もしたまにだということが本当だとしても、盗撮された不愉快さが軽減することはないけれど。

「どうしてそんなこと」

「そりゃあ、WAJIN Kのファンだから？　追っかけってやつ」

　ファンだなんて、心にもないことを。本当にファンなら、WAJIN K本人を貶めるようなことをするはずがない。

「いやぁ～、宮崎さんって電車を使う人だから尾行しやすいんだけどさ。あの日はタクシーに乗るもんだから見失うんじゃないかって焦ったよ。まさか人生で〝前のタクシーを追ってください〟なんて言う日が来るとは思わなかった」

　心の底から気持ち悪い。どうしてあの日、近くにこの人がいることに気づけなかったのだろう。

「どうしてそこまでするんです？　係長に恨みでもあるんですか？」

　私がそう尋ねると、太田さんは笑顔のまま楽しそうに告げた。

「あるに決まってんじゃん。まさか、恨みもなしにここまで手間かけてると思ってんの？」

　彼はフォークを雑に掴み、皿に残っていたトマトに勢いよく突き立てる。ゴン、という音に、条件反射で私の体がビクッと跳ねた。

「係長がいったいなにをしたっていうんですか」

　私がそう返すと、彼はフォークを突き立てたトマトを頬張り、しばらく咀嚼して飲み込む。食事しながらの会話とはいえ、嫌な待ち時間だ。

「大事なものをたくさん奪われた」

「奪われた……？　なにを？」

　信じられない。係長がなにかを強奪しているところなんて想像もできない。

　太田さんはそんな私をバカにするように鼻で笑って言った。

「ファンだよ」






　大学時代、宮崎さんと会ったことがある話はしたよね。イベントとかライブとか、合同でやったことがあるって。

　俺は生まれも育ちも東京で、高校の頃からバンドでギターボーカルやってて。学園祭以外にも都内のあちこちで定期的にライブをやってたし、学校内外に〝俺の〟ファンがいたんだ。大学に入学してサークルで新しいバンドを組んでも、その子たちがライブのたびに来てくれてた。学祭のライブなんか超盛り上がって、すげー気持ちよかった。

　今はどうか知らないけど、当時はよく首都圏の活動的な軽音サークルが合同で大きな会場を借りて、大々的にライブをやってたんだ。宮崎さんを知ったのは春休みの合同ライブ。

　宮崎さんは俺のふたつ上だから、その春で三年から四年に上がる学年――つまり学生の中では一番上の学年で、その合同ライブの実行委員長って感じの立場だった。当時はまだ就活のスタートが早かったから、就活とライブの準備を両立しててすげー大変そうだった。

　その段階では、ただ「背ぇ高いなぁ」とか「テキパキしてて仕事早いなぁ」くらいにしか思ってなかった。就活仕様だからか髪も黒くて地味っつーか、周りがみんな派手だったのもあって、野暮ったいなと思ってた。俺もその時、金髪だったしね。

　でも、ライブやらせたらピカイチで。歌上手いし、ギター上手いし、カバー曲のアレンジもオシャレで、オリジナルの曲もいい。見た目は背が高い以外普通なのに、歌いはじめた途端、圧倒的だった。

　すごい人もいるもんだな、こんな人と同じステージに立てたのが嬉しいって、素直に憧れたんだよ……最初は。でもそれからが地獄だった。

　俺のファンだって言ってくれてた子たちが、こんなことを言うようになった。

「あの背の高いボーカルの人、すごいね」

「次のライブ、いつどこでやるか知りたいんだけど」

「えっ、○○大！　超エリートじゃん」

「太田くん、あの人と知り合い？　もしアレだったら、ちょっと紹介してほしいなって」

　なにが悲しいって、紹介してほしいって言ってきたの、当時俺が好きな女の子だったんだ。あれは本当に悔しかったなぁ……。

　俺の演奏で満足できなくなった子たちは、次第に俺のライブに来なくなった。宮崎さんのライブに行ってたらしい。就職が決まって引退間近だから、宮崎さんの歌は今のうちに聴いておかないといけなかったんだってさ。

　そんなことがあって、俺にとって宮崎さんはコンプレックスだったんだ。

　でもまさか、そんな人と就職先で再会するとは思わないじゃん？　しかも宮崎さん、俺より格上の部署にいるし。

　宮崎さんがまだＢＳにいる頃、一回話しかけたことがあるんだけど、俺のことまったく覚えてなかったんだよ。

　そりゃあ俺は、特に覚える価値もない他所の大学の下級生だよ？　でも俺はずっと宮崎さんを意識して大学生活を送ってたから、なんていうかもう……たまらない気持ちになったね。

　それから何年か経って急に総務に異動したと思ったら、聞き覚えのある声と曲調のシンガーソングライターが頭にクマを被ってギターを弾いてた。ピックの摘み方と手さばきを見て、すぐに宮崎さんだって確信した。

　ああ、この人はとうとうそこまで上り詰めたのか……って、うらやましくて妬ましくて。

　この人の邪魔をしてやりたいって本気で思ったのはその時だな。






「つまり、今回のことで太田さんの目的は達成されたということになりますね」

　私が努めて冷静に告げると、太田さんは満足げに笑った。

「そうだね。俺としてはもう少し周りに騒いでほしかったところだけど」

　泉のように湧いていた怒りと恨みと悲しみが、スーッと引いていくのを感じる。許したわけではない。呆れたのでもない。この感情はたぶん、哀れみと軽蔑だ。

「聞き方を変えれば、まるで熱狂的なファンみたいですね」

「あながち間違いじゃないんじゃない？　なんてったって俺は、ストーカーばりの追っかけだからね。今付き合ってる女のフルネームも知ってるし、写真だってある」

　その言葉を聞いて、軽く鳥肌が立つ。知らないうちに撮られていた気持ち悪さは、まだ記憶に新しい。

「本当に……くだらないですね」

　理解不能な自己満足だ。こんなことで満足して、虚しくならないのだろうか。

「はぁ？」

　太田さんは顔を歪める。怒気を含んでいるけれど、怖くはない。

「キラキラ輝いている人に嫉妬して意地悪をする。ドラマとか、映画とか、マンガとか、小説とか、探せばいくらでも出てくる安っぽい悪役の行動パターンそのものじゃないですか」

　ハッキリそう言うと、彼の顔がみるみる赤くなる。彼は右手に持っていたフォークを、私の方に思いきり投げつけてきた。

「きゃあっ！」

　フォークはとっさに避けた私の髪を掠め、背後の壁に当たって落ちた。避けていなかったら、確実に当たっていた。

「調子乗んなよブスが。今度は顔を晒して、おまえも会社から追い出してやろうか」

「できないですよね？　そこまですれば自分が法的に不利になるって、わかっているはずですもん。いくら係長が妬ましいからって、自ら社会的に死ぬようなことをあなたがするわけがない」

「ごちゃごちゃうるせーんだよ。つーかWAJIN Kも大したことねーよな。あれだけ売れてもこんなブスが彼女とか、笑える」

　私への罵倒はもうどうでもいいけど、係長をバカにするのは許せない。

　WAJIN Kをストーキングしてばかりで彼女すらいないおまえよりマシだクソ野郎。

　そう言い返してやろうと大きく息を吸い込んだ時、個室の引き戸が勢いよく開いた。現れた人物に、私と太田さんは目を見開く。

「どーもー、大したことないWAJIN Kで～す」

「え……？」

　どうして係長がここに？

　私服姿の係長は床に落ちたフォークを見つけ、私を守るように太田さんとの間に立ちはだかった。

「やよいちゃん！　大丈夫？」

「怪我はないですか？」

　引き戸の外には、あらかじめ隣の個室にいてもらった白石さんと樺島さんもいる。

「なにかトラブルでしょうか？」

　フォークが落ちる音を聞いて、店員さんも駆けつけてくれた。そしてもうひとり、なかなか仕立てのいいスーツを着た知らない壮年男性がいる。

　ちょっと待って、状況が半分理解できない。

　そもそも太田さんをここへ連れ込んだのは、彼が一連の書き込みを行ったという自白を録ってやろうと思ったからだ。自白が録れたら、裁判の証拠にするには弱いかもしれないけれど、示談交渉の武器くらいにはなる。

　未練がましいかもしれないけれど、最後に係長の役に立ちたかった。

　ここは樺島さん行きつけのお店だ。お店に言える範囲で事情を話し協力してもらって、この個室にふたつ隠しカメラを設置させていただいた。

　自分で購入してみて驚いたのだけれど、昨今は壁に貼りつけるだけのカメラが一台五千円程度で買える。まったく恐ろしい時代だ。

　カメラで撮った映像はインターネット上に随時保存している。なにか問題があった時のために、白石さんと樺島さんにもスマートフォンで映像を監視しつつ隣の個室で待機してもらっていた。

　ただしこの作戦に、係長はまったく絡んでいなかったはずだ。

　というか、先日私から別れを切り出して以来、彼との接点はシャットアウトしていた。メッセージも着信も非表示にして、確認すらしていない。

　太田さんは戸惑っているが、仕掛け人である私も戸惑っている。

　ここで見知らぬスーツの男性が太田さんの方へ。

「え、なにこれ。つーか、あんた誰？」

「ディアナミュージックの顧問弁護士をしております、ＩＣＥアイス法律事務所の迫田さこたと申します」

「弁護士？」

　よく見れば左の襟に金色のバッジが光っている。彼は慣れた仕草で胸ポケットから名刺を取り出し、太田さんへ差し出した。不躾に片手で受け取った太田さんの顔色が、みるみる青くなっていく。

　白石さんが引き戸の上に貼り付けていた衣装フック型のカメラを取り外した。

「私たち、ここの店に来てからの一部始終、このカメラで撮ってたんです」

「は？　カメラ？」

　白石さんがフックの上の方に付いているレンズを指差すが、太田さんは目を細め首を傾げる。本当に目立たないので、気づかないのも無理はない。

　樺島さんも部屋に入ってきて、私の背後の壁からもうひとつのフック型カメラを外した。

「自白した映像、顔までバッチリだから、もう言い逃れできないね」

　こっちのフックには私のトレンチコートを掛けていたのだけれど、コートは係長が受け取った。太田さんは虚ろな目でカメラを見つめている。

　ふたりだけの秘密の会話を、こっそり記録する。そしてその記録を利用する。

　私は彼にされたことをやり返しただけだ。

「宮崎さん、どうします？」

　迫田弁護士が係長に問う。係長はコートを抱えている方の手で私のバッグを掴み、私を立たせながら冷たく言い放った。

「弥与依をブスって言われた時に許す気がなくなりました。徹底的にお願いします」

「わかりました」

　私はそのまま係長に連れられ、白石さんと樺島さんも一緒に店を出た。

　そしてあれよあれよという間にタクシーに押し込まれ、係長もそれに乗り込む。

「ふたりとも、連絡くれてありがとう。助かった」

「いえいえ。係長が間に合ってよかったです」

　なるほど、ふたりが係長を呼んでくれたのか。自分が思っていた展開と違いすぎて戸惑っているけれど、ようやく状況が飲み込めてきた。

「このお礼は、必ず」

「そんなのいいから、やよいちゃんをよろしくお願いしますよ。宮崎さん」

「それは、もちろん」

　彼が行き先を告げ、タクシーが発車する。

　私たちは笑顔で手を振る女性ふたりに見送られながら、彼のマンションへと移動したのだった。

















７　やましい新曲












　約二週間ぶりに入った係長の部屋は、相変わらず夜景が綺麗だった。

　しかしそれを楽しむ余裕もないほどに、彼が私をきつく抱きしめる。

「係長、ちょっと苦しいです」

　苦しいけれど、それに勝る幸福感に包まれている。彼のにおい、体温、細く見えるけれど意外とたくましい体の感触。すべてが愛しい。

「罰だよ。俺は怒ってんだからな」

　彼はそう言いつつ、私の耳の下にチュッと音を立ててキスをした。その振動がビリビリと腰の方まで甘く響く。

「私、怒られるようなことしましたっけ？」

　そう尋ねると、余計に腕の締め付けが強くなった。当然その分窮屈さが増す。

「一方的に別れを切り出してシカトするし、相談もなく太田の自白を録ろうとするし……そりゃあ、忙しくてまともに連絡できなかった俺も悪いけど、相談くらいしろ。なんでも勝手に決めんな。報・連・相は基本だって、新人の頃に教えただろ」

　子供を優しく叱るような声色で説き、拗ねたような表情で私を見る。ここは「ごめんなさい」と言うべきところなのだけれど、私はつい本心の方を漏らしてしまった。

「会いたかった」

「……このタイミングでそれはずるいぞ」

　噛みつくように唇を奪われる。貪るように求められ、息をするタイミングを掴むのさえ難しい。

「俺も会いたかった」

　日頃は穏和な係長が、私に夢中になるとこんな風に豹変する。それを目の当たりにすると体中がゾクゾクして、なにかに浮かされたような不思議な気分になる。

　何度か経験してなんとなくわかった。この気分は〝欲情〟だ。

　欲情とは、もっと下品な感情に起因すると思っていた。こんなに尊い気持ちで発生するものだとわかったから、もう彼を欲することを恥ずかしいとは思わない。

「なかったことになんて、絶対にしないからな」

「でも……」

　私なんかでいいのかな、という気持ちは、まだ残っている。

「会社辞めることになって収入が人気商売頼りになったし、顔出し無しで活動しているとはいえいろいろ制限があって面倒な男だとは自分でも思う。でも俺、弥与依のことが本当に好きなんだ。一緒にいたい。大切にしたい」

「係長……」

「こんな俺じゃダメかな？　なかったことにしたい？」

　許しを乞うように私を見つめる彼の頬に触れ、彼の唇の周りについた口紅を親指で拭う。

　首を横に振って、今度は私から優しく口づけた。

「私も、係長のことが大好きです。なかったことになんて、本当はしたくない」

「じゃあ、約束して。また不安になっても、一方的に俺を捨てたりしないって」

「約束します。心配かけて、ごめんなさい」

「じゃあ、もう一回チューしてくれたら許す」

　恋愛は甘いだけじゃない。いい関係を持続させるためには、覚悟と努力が必要だ。

　私はこの歳にしてまだまだ恋愛初心者で、自信を持てるようになるまでにはもうしばらくかかるだろう。

　だけどもう逃げない。今後もっとハードな困難に見舞われても、立ち向かう。

　私はちょっと面倒なこの人との関係を、大切に育んでいきたいのだ。

「チューだけでいいんですか？　私、それ以上のこと、したいのに」

「……もう、ほんとずるいな」






　会えなくて寂しい思いをした分、たっぷりと愛し合ったあと。

「弥与依に見てほしいものがあるんだけど」

　係長がそう言うので、私は促されるまま初めて仕事部屋に入った。

　仕事部屋は、防音室特有の重い静けさがあった。広いデスクにスペックの高そうなパソコンが置いてあり、それにＭＩＤＩキーボードやコンデンサーマイクが接続されている。壁にはギターやベースが数本斜めに掛けてあって、隅の方に電子ドラムがある。彼はこれらをひと通り演奏できるらしい。

　彼はパソコンを立ち上げ、ブラウザからメールサービスにアクセス。添付ファイルを開いて、私によく見えるようディスプレイをこちらへ向けた。

　映し出されているのは画像だ。モノクロの背景に鮮やかな赤い文字で「赤い口紅　WAJIN K」と、滑らかな手書き文字書かれている。

「これってもしかして」

「来月リリース予定の新曲のジャケット」

「えっ！　そんなの私が見ていいんですか？」

　よく知らないけれど、情報解禁まで守秘義務みたいなものがあるのでは。

「うん、見てもらって大丈夫。もっとよく見てみてくれる？」

　背景に写っているのは髪の長い女性で、目の下からデコルテまで正方形にトリミングされている。髪の流れから察するに横たわっているのだろう。

　全体的にはモノクロだけれど、唇はタイトルロゴと同じ鮮やかな赤色だ。口紅を塗っている……というより、そのように加工されている。濃さにムラがあったり唇の上下にはみ出していたり、キスをしたあとを連想させるセクシーな仕上がりだ。

　あれ？　この写真、なんだかすごく見覚えがあるような……。

「気づいた？」

　係長が口角を上げる。

「これ、私ですよね？」

　二回目のホテルで、彼が私の写真を何枚か撮っていたのを思い出す。

　私に跨って楽しそうにシャッターを切っていた彼の表情、そしてそのあとの甘い時間がよみがえり、胸の奥がきゅんと疼く。

　係長はあの時、自分のスマートフォンだけでなく私のカメラでも私を撮った。私はその写真を見ていたから、加工前の写真がどんなものだったかも知っている。

　このジャケットでは消してあるけれど、この時の私は係長によって頬や首にも口紅が付けられていた。加工前の写真はキスより先を彷彿させる、セクシーを通り越してエロチックだったはずだ。

　私たちの情事の一部ともいえるこの写真を、デザイナーさんをはじめWAJIN Kの関係者に見られたと思うと恥ずかしい。

「顔がわからないように加工してるとはいえ、モデルは弥与依だからね。使用の許諾をもらいたいんだけど、いいかな？」

「もちろんいいですけど、この曲って……まさか」

　係長は恥ずかしそうに唇を歪め、頬をかく。

「赤い口紅が似合う女に振り回される男の歌だよ。弥与依にインスピレーションをもらって、最初のホテルに行った夜にひと晩で書き上げたんだ」

　感動で胸の奥が温かくなる。あのWAJIN Kが私をモチーフに歌を作ってくれた。

　周りに自慢することはできないけれど、これはものすごいことだ。

「作ってる時はまだ付き合うことになるとは思ってなかったけど……自分の彼女のことを曲にしてリリースするって、なかなか恥ずかしいことしてんな、WAJIN K」

「私は嬉しいですよ。とっても」

「喜んでくれてよかった。引かれたらどうしようかと思ってたんだ」

　早く聴いてみたいな。私の歌が全世界に向けてリリースされると思ったらちょっと照れくさいけれど、完成が楽しみだ。

「引くわけないじゃないですか。私、自分の彼氏の写真集を作ろうとしてる女ですよ？」

「あはは、そうだったな」

　一方的に別れを切り出したライブの日、私は確かにパソコンからデータを削除した。

　そしてそのあと、カメラの電源を入れて写真のデータが入っているＳＤカードを初期化しようともした。

　でも、できなかった。

　自分から「なかったことにしましょう」なんて言っておいて情けない話だけれど、あの濃密な時間を完全に消去するなんて、私には無理だった。

　初めて愛した人との幸福で甘美な時間を、どうしてなかったことにできると思えたのだろう。

　私はすぐにＳＤカードからパソコンへとデータを再転送し、さらにそのフォルダをクラウド上にも保存した。

　これでよっぽどのことがなければデータはなくならない。なかったことになんてならない。

　もしＳＤカードとパソコンが粉砕してクラウドサービスがデータごと吹っ飛んだとしても、また一から写真を撮ればいい。

　私たちはそれができる間柄なのだから。
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　あれから一ヶ月ほどが経過した。

　本格的に寒くなり、行き交うサラリーマンたちはコートを着用するようになっている。見たいところが隠れてしまうので、スーツフェチの私としては非常に残念な季節だ。

　我らが総務課備品管理係には、十二月一日付で新しい係長が配属された。

「ねぇやよいちゃん。東北の支店からラップトップ三台の支給要請が来てるんだけど、すぐに手配していいんだっけ？」

　配属されたのはなんと樺島さんだ。入社以来ずっと催事係に所属していた彼女が異動を示唆されていたのは知っていた。今回うちの係長のポストに空きが出たのと、彼女自身が完全内勤の部署を希望したのがいいタイミングで重なって、この人事が決定したらしい。

「他支店からの要請は支店長のチェックがないと申請できない仕組みになっているので、来た時点で手配してもらって大丈夫です。本社内の申請は変わらず我々で精査しないといけませんから、気をつけてください」

「うん、わかった。それと、パートさんの勤務予定をシステムに打ち込む時は――」

「あ、それでしたら毎月私がやっているので、樺島さんは確認だけ――」

　役職は係長だけれど備品係での勤務は初めてなので、今のところは宮崎前係長が行っていた仕事をふたりで分け合いながら業務を遂行している。といっても樺島さんは素晴らしく仕事ができるので、今年のうちにほとんどの仕事を引き継げそうだ。

「ただいま戻りました～」

　配達に出ていた白石さんが戻ってきた。私はいつものように「お帰りなさい」と言おうと顔を上げたのだけれど、目に飛び込んできた光景があまりにも衝撃的で、言葉を発することができなかった。

「中村さんにお客様ですよ」

「突然すみません。お願いしたいことがあって」

　白石さんの横に立っているのは、私が密かに崇め奉っている吉永様だ。

　今日はイタリアンタイプのスリーピースをお召しになっている。このグレーの生地のものを見るのは初めてだ。肩のラインのフィット感と裾の長さを見る限り、おそらくセミオーダー。サックスブルーのシャツがとてもいい。ドット柄のネクタイはいつものように、奥様のお見立てだろう。

　完璧なスーツスタイルにこの美しいお顔立ち。

　ああ……神々しい。神降臨……！

「あの、中村さん？」

「は、はいっ！　すみません」

　しまった！　吉永様をこんなに近くで拝見するのは久しぶりで、ついまじまじと観察してしまった。不快に思われていなければいいのだけど。

　私の心配をよそに、吉永様はにこりと上品に笑む。

「樺島が苦労をかけてるから、お疲れかな？」

　背後で樺島さんが「吉永、なんか言った？」と声をあげる。樺島さんと吉永様は同期なのだ。

「とんでもない。樺島さんが備管に来てくれてとても心強いですよ。それで、お願いというのは……？」

　吉永様のためなら、この私、いくらでも力になる所存です。

「年明けに取引先に配布するお年賀の品物についてなんですけど、中村さんに直接交渉するのが早いって聞いて」

「ええ。私が担当しているので、ご要望があれば対応しますよ」

　彼と直接お話できる機会は年に一度あるかないか。今年は今日になるまで一度もなかったから、半ばあきらめていたところだ。

　今日は朝からとても寒くて出勤するのがつらかったけれど、ちゃんと会社に来てよかった。

　神様ありがとうございます。今年もとってもいい年でした！






　そのようなことを話したところ、宮崎元係長は「むぅ」と唇を尖らせた。

「弥与依が好きなのは俺でしょ？」

　そう言ってソファーに座っている私を後ろから抱き寄せ、尖らせた唇を頬に押し当てる。

　予想外の反応に、胸がきゅんと反応した。

「え、もしかしてヤキモチですか？」

「そうだよ。彼女が目移りしてるんだ。あたりまえだろ」

　こんなにあなたが好きなのに、目移りなんてするわけない。

　嬉しくて愛しくてくすぐったくて、私は彼の腕を抱き甘えるように体を預けた。恋愛初心者の私も、だんだん彼女としての甘え方が上手になってきた気がする。

「吉永さんは目の保養、つまり美術品として崇めているだけです」

「美術品ねぇ……あいつ、顔だけは本当に綺麗だもんなぁ」

「顔だけって、失礼ですよ！」

「……まぁ、ファンなら知らない方がいいこともあるか」






　ＤＴＩを退社した彼は今、WAJIN Kの活動に専念している。

　先日とうとう新曲『赤い口紅』が発売されたのだけれど、某有名コスメブランドのイメージソングに抜擢され、ＣＭ効果もあって好調だ。さらに来年の夏に公開されるドラマの主題歌の制作オファーも来ているとかで、WAJIN Kの人気はますます高まりそう。

　今後はシンガーソングライターを本業にして生きていくのだろうと思っていたのだけれど、本人は「しばらくゆっくり過ごしたらまた会社勤めがしたい」などと言っている。

　彼が会社を辞めたと知ったレコード会社は、ここぞとばかりに仕事を持ってくる。彼に就職なんかしている暇を与えたくないのだろう。

　だから私は、今後彼がサラリーマンをすることはないような気がしている。






「ところで係長――んぅ……」

　不意に唇を重ねられ、私は続きの言葉を奪われた。

　クリスマスや年末年始をどう過ごすか相談したかったのだけれど、この話題はいったんお預けだ。

「俺、もう係長じゃないんだけど」

「そうですね。じゃあ、宮崎さん？」

「いやいや、付き合ってるんだから下の名前で呼んでよ」

　出会って以来ずっと「宮崎さん」あるいは「係長」と呼んでいたから、今さら呼び方を変えるのが照れくさくて「係長」呼びを続けていた。

　彼はお付き合いを初めてすぐに「弥与依」と呼んでくれるようになったけれど私にはハードルが高くて、さすが恋愛経験者だ、なんて思っていた。

　どうしよう、照れくさい。

　でも彼がものすごく期待した目で私を見つめている。

　私は心を決めて、軽く息を吸った。

「かっ……かず、くん？」

「……そう来たか」

「え、ダメ？」

「いや、最高」
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九州出身、東京都在住。２０１３年『無口な彼が残業する理由』でデビュー。３週間に１度のネイルサロンと、美味しいものを食べるのが生き甲斐。
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